
【
解
題
】

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
十
九
日
、
西
村
時
彦
（
号
は
天
囚
、
碩
園
。
以
下
、
天
囚
）

は
大
阪
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
い
て
五
井
蘭
洲
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
、
続
い
て
そ
の
九
日
後
の
二
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で
、
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
に
お

い
て
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
（
合
計
二
十
回
）
を
行
っ
た
（
完
結
時
に
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻

と
改
題
。
以
下
、
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
）。
こ
の
時
期
の
天
囚
の
懐
徳
堂
に
関
す
る
研
究
は
、

そ
の
後
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

天
囚
が
ど
の
よ
う
に
懐
徳
堂
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
に
取
り
組
ん
だ
際
に
用
い
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
五
井

蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
六
年
）、
及
び
「
西
村
天
囚
の

五
井
蘭
洲
研
究
と
関
係
資
料
―『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』に
つ
い
て
―
」（『
懐

徳
』
第
八
十
五
号
、二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
検
討
し
た
が
、二
〇
一
七
年
に
開
始
し
た
天
囚
の
故
郷
・

種
子
島
の
西
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
調
査
に
よ
り
、
天
囚
が
連
載
『
懐
徳

堂
考
』
上
巻
を
執
筆
す
る
ま
で
に
取
り
組
ん
で
い
た
懐
徳
堂
の
研
究
の
実
態
に
つ
い
て
、
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
抄
本
、
一
冊
）

で
あ
る
（
注
１
）。

　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
分
（
第
一
葉
表
～
第
四
十
九
葉
表
）
は
、
天
囚
自
身
が
大
阪
人
文

会
第
二
次
例
会
で
の
講
演
の
中
で
「
未
成
品
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
取
調
べ
ま
し
た
草
稿
が
約

五
十
枚
―
漢
文
で
書
い
た
の
が
五
十
枚
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
、
こ
の
時
の
講
演
の
原
稿
と

な
っ
た
「
草
稿
」
で
あ
る
（
注
２
）。『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半
部
分
（
第
五
十
葉
表
～
第
九
十
九

葉
裏
）
は
、
大
阪
人
文
会
に
お
い
て
講
演
を
行
っ
た
後
、
天
囚
が
追
加
し
て
蒐
集
し
た
資
料
や
調
査

の
記
録
等
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
後
半
部
分
の
中
に
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月

三
日
、
す
な
わ
ち
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
の
五
日
後
、
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
が
開
始
さ
れ
る

四
日
前
に
、
天
囚
が
平
野
郷
に
赴
い
て
行
っ
た
含
翠
堂
に
関
す
る
調
査
の
記
録
（
第
五
十
九
葉
表
～

第
六
十
四
葉
表
）
が
あ
る
。

　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』後
半
部
の
含
翠
堂
調
査
記
録
は
、そ
の
内
容
か
ら
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。

　
　

①
多
治
見
（
注
３
）
久
太
郎
宅
を
訪
問
し
て
行
わ
れ
た
、
多
治
見
家
所
蔵
資
料
の
実
見
。

　
　

�

②
平
野
小
学
校
を
訪
問
し
て
行
わ
れ
た
、
含
翠
堂
旧
蔵
書
の
実
見
（『
十
三
経
』・『
大
学
述
古
』・

『
数
祓
講
述
鈔
』・『
元
元
集
』・『
牘
記
』）。

　
　

�
③
平
野
郷
の
「
七
名
家
」
の
説
明
。

　
　

�
④
光
源
寺
に
お
け
る
篠
原
盤
谷
の
墓
の
調
査
、
及
び
土
橋
家
・
末
吉
家
の
墓
が
服
部
川
の
神
光

寺
に
あ
る
こ
と
の
説
明
。

　
　

�

⑤
①
～
④
を
二
月
三
日
に
編
集
局
に
お
い
て
執
筆
し
た
こ
と
を
示
す
識
語
。

　
　

�

⑥
天
囚
の
所
見
。

　
　

�

⑦
『
摂
津
名
所
図
絵
』
か
ら
、
含
翠
堂
に
関
す
る
記
述
の
引
用
。
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翻
刻
　
西
村
天
囚
著
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
五
）
―
含
翠
堂
調
査
の
記
録
―竹　

田　

健　

二　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
要�

旨　

本
稿
は
、
西
村
時
彦
（
号
は
天
囚
・
碩
園
）
の
故
郷
で
あ
る
種
子
島
・
西
之
表
市
の
西
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
一
つ
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
抄
本
、
一
冊
）
の
後
半
部

に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
含
翠
堂
に
関
す
る
調
査
記
録
の
部
分
の
翻
刻
で
あ
る
。
こ
の
調
査
記
録
は
、
天
囚
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
二

次
例
会
に
お
い
て
講
演
を
行
っ
た
五
日
後
の
二
月
三
日
に
、
含
翠
堂
が
あ
っ
た
平
野
郷
町
に
自
ら
赴
い
て
調
査
を
行
い
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
戻
っ
て
記
し
た
部
分
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
二

月
七
日
よ
り
天
囚
が
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
で
開
始
し
た
連
載
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」（
完
結
時
に
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
と
改
題
）
の
中
の
第
六
回
（
二
月
十
三
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
石
庵
と
含
翠
堂
」

の
節
は
、
こ
の
時
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
含
翠
堂
調
査
の
記
録
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
起
点
と
な
っ
た
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
、

重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
キ
ー
ワ
ー
ド　

西
村
天
囚
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
、
含
翠
堂
】
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宗
信
）
等
は
、
其
の
翹
楚
な
り
、
是
よ
り
先
き
或
は
京
師
に
游
學
し
、
或
は
師
儒
を
禮
聘
し

て
、
道
を
問
ひ
學
を
講
ず
る
者
日
久
し
か
り
し
が
、
最
も
仁
齋
を
尊
信
し
て
其
の
學
風
を
奉
じ

た
り
き
、
土
橋
公
諒
慨
然
と
し
て
同
志
と
謀
り
、
井
上
佐
兵
衛
正
臣
が
居
宅
を
割
き
て
講
堂
を

建
て
、
庭
に
一
古
松
あ
り
し
よ
り
含
翠
堂
と
は
名
け
つ
、
三
五
七
十
の
日
を
以
て
會
日
と
爲
し
、

伊
藤
東
厓
、
三
輪
執
齋
、
及
び
石
菴
を
聘
し
て
講
を
聽
け
り
、
東
厓
が
節
齋
の
招
き
に
應
じ
て

平
野
に
游
び
し
は
、
享
保
十
二
年
丁
未
に
在
り
、
河
内
の
八
尾
に
も
環
山
樓
（
文
集
に
は
環
翠

樓
に
作
れ
り
）
と
い
ふ
學
堂
あ
り
て
、
東
厓
は
環
山
含
翠
を
巡
講
し
き
と
い
ふ
、
環
山
樓
記
は

享
保
十
四
年
己
酉
に
成
り
て
、
含
翠
樓
記
は
同
じ
く
十
七
年
壬
子
に
成
れ
り
、
然
れ
ど
學
堂
の

始
は
固
り
丁
未
以
前
に
し
て
、
享
保
九
年
大
火
の
前
よ
り
、
平
野
に
近
き
浪
華
の
石
菴
は
屢
其

請
に
應
じ
け
ん
、
斯
る
緣
故
よ
り
し
て
石
菴
蘭
洲
等
も
火
を
此
に
避
け
し
な
る
べ
し
、
か
は
ら

ぬ
松
の
色
と
こ
し
な
へ
に
朽
ち
ず
し
て
聖
敎
を
學
び
、
呉
竹
の
世
々
に
傳
へ
た
り
し
含
翠
堂
の

古
松
は
、
維
新
の
廢
學
と
共
に
伐
り
棄
て
た
り
と
聞
く
は
い
と
惜
し
け
れ
ど
、
堂
内
舊
藏
の
典

籍
は
、
今
も
什
の
一
を
小
學
校
内
に
收
藏
せ
り
、
中
に
末
吉
止
齋
の
著
は
せ
る
大
學
述
古
一
册

あ
り
、
土
橋
節
齋
寬
保
元
年
の
跋
、
及
び
足
代
立
溪
同
二
年
の
跋
あ
り
、
立
溪
名
は
弘
道
、
伊

勢
の
人
、『
予
寓
于
庠
中
有
年
』
と
見
え
た
れ
ば
、
此
人
聘
に
應
じ
て
學
堂
の
敎
授
た
り
け
ん
、

學
堂
の
舊
藏
に
伊
勢
の
神
書
多
き
は
、
立
溪
の
遺
篋
な
る
べ
く
、
彼
の
平
野
郷
よ
り
出
で
ゝ
幕

府
に
仕
へ
、
任
官
し
て
長
崎
奉
行
に
ま
で
累
進
せ
し
末
吉
摂
津
守
利
隆
（
末
吉
五
郞
兵
衛
綱
利

の
子
）
、

（
マ
マ
）は

立
溪
の
門
に
出
で
た
り
、
長
崎
の
任
滿
ち
て
東
歸
の
途
す
が
ら
、
彼
地
に
て
購
ひ

し
十
三
經
一
部
十
六
套
を
含
翠
堂
に
寄
附
し
た
り
し
者
、
今
猶
儼
存
し
、
函
葢
に
は
攝
津
守
及

び
篠
原
盤
谷
の
識
語
あ
り
、
盤
谷
名
は
弼
、
寬
政
中
學
堂
敎
授
た
り
し
人
な
り
、
墓
は
光
源
寺

に
在
れ
ど
、
碑
文
な
け
れ
ば
其
の
來
歷
を
詳
に
せ
ず
、
要
す
る
に
郷
學
含
翠
堂
は
、
享
保
中
の

創
立
に
し
て
、
其
の
起
源
は
府
庠
懷
德
堂
よ
り
も
古
き
か
と
思
は
れ
、
絃
誦
の
聲
、
長
に
松
籟

と
和
し
て
、
往
々
人
材
を
出
し
ゝ
は
、
諸
國
の
郷
學
中
に
罕
比
な
る
者
な
ら
ん
。

　
　

�

懷
德
堂
の
濫
觴
は
、
享
保
大
火
の
年
に
在
り
、
蓋
し
石
菴
の
門
人
等
、
此
の
時
石
菴
を
平
野
に

訪
ふ
て
、
含
翠
堂
の
規
模
を
一
覽
し
、
激
勵
咸
奮
す
る
所
あ
り
し
に
あ
ら
ざ
る
か
。

　

こ
の
節
に
お
い
て
天
囚
は
、『
大
学
述
古
』の
土
橋
節
斎
の
序
文（
注
６
）、足
代
立
溪
の
跋
文
、『
十
三

経
』
の
箱
蓋
に
記
さ
れ
た
末
吉
利
隆
の
識
語
、
光
源
寺
の
篠
原
盤
谷
の
墓
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
が
、
そ
う
し
た
記
述
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
後
半
部
分
の
含
翠
堂
調
査
記
録
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

天
囚
に
含
翠
堂
の
こ
と
を
教
え
た
人
物
は
不
明
だ
が
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
は
、
先

ず
天
囚
が
平
野
郷
に
赴
い
た
際
に
最
初
に
訪
問
し
た
多
治
見
久
太
郎
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
多
治
見
家

に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
東
成
郡
役
所
編
『
東
成
郡
誌
』（
大
正
十
一
年
［
一
九
二
一
］。
名
著
出
版
が

昭
和
四
十
七
年
［
一
九
七
二
］
に
復
刻
）
第
十
五
編
平
野
郷
町
第
七
章
に
「
旧
家
」
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
、
そ
の
家
宝
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
天
囚
が
多
治
見
家
で
実
見
し
た
伊
藤
東

　

天
囚
は
①
～
⑤
の
部
分
を
、
二
月
三
日
の
当
日
午
後
、
平
野
郷
か
ら
大
阪
に
戻
っ
て
「
編
輯
局
」、

す
な
わ
ち
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
お
い
て
執
筆
し
た
。
⑥
の
天
囚
の
所
見
と
⑦
の
『
摂
津
名
所
図
会
』

か
ら
の
引
用
と
を
、天
囚
が
い
つ
記
述
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、⑥
の
部
分
の
先
頭
は
、⑤
の
部
分（
一

行
の
み
）
の
次
の
行
か
ら
、
空
白
の
行
を
挟
む
こ
と
な
く
連
続
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
⑦
の
部

分
も
同
様
に
⑥
の
部
分
と
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
⑥
・
⑦
の
部
分
は
お
そ
ら
く
二

月
三
日
の
直
後
に
記
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
記
録
に
よ
っ
て
天
囚
が
平
野
小
学
校
に
お
い
て
含
翠
堂
の
旧
蔵
書
を
実
見
し
て
い
た
こ
と
を

知
っ
た
筆
者
は
、
天
囚
の
実
見
し
た
含
翠
堂
の
旧
蔵
書
が
現
存
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
い
と
思

い
、
手
が
か
り
を
求
め
て
二
〇
二
二
年
七
月
に
大
阪
市
立
平
野
図
書
館
を
訪
問
し
、
荒
木
麻
里
館
長

（
現
・
天
王
寺
図
書
館
）
に
相
談
し
た
。
後
日
荒
木
氏
か
ら
、
平
野
歴
史
民
俗
研
究
会
の
南
田
潤
氏

か
ら
の
情
報
と
し
て
、
含
翠
堂
の
旧
蔵
書
は
杭
全
神
社
に
現
存
す
る
と
の
情
報
を
お
知
ら
せ
い
た
だ

い
た
。
直
ち
に
杭
全
神
社
の
藤
江
寛
司
禰
宜
に
調
査
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
得
た
。
そ
こ

で
同
年
八
月
八
日
と
九
月
十
四
日
、
天
囚
が
実
見
し
た
『
十
三
経
』
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
「
西
村
天
囚
と
含
翠
堂
」（『
懐
徳
』
第
九
十
一
号
、二
〇
二
三
年
）
に
発
表
し
た
（
注
４
）。

　
「
西
村
天
囚
と
含
翠
堂
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
第
六
回
（
二
月
十
三
日

掲
載
）
の
「
石
菴
と
含
翠
堂
」
の
節
で
天
囚
は
、
含
翠
堂
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
大

阪
人
文
会
第
二
次
例
会
で
の
講
演
に
お
い
て
は
含
翠
堂
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
講
演

の
原
稿
と
な
っ
た
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
に
お
い
て
も
や
は
り
含
翠
堂
に
関
す
る
言
及
は
存

在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
を
執
筆
し
終
え
た
時
点
、
そ
し
て
そ
の
草

稿
を
も
と
に
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
い
て
講
演
を
行
っ
た
時
点
で
天
囚
は
、
含
翠
堂
に
つ
い

て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
か
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
懐
徳
堂
と
含
翠
堂
と

が
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
以
下
は
憶
測
に
止
ま
る
が
、
講
演
に
お
い
て
含
翠
堂
に
言
及
し
な
か
っ
た
天
囚
に
対
し
て
、
聴

衆
の
中
の
誰
か
が
、
平
野
郷
の
含
翠
堂
は
懐
徳
堂
よ
り
も
早
く
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
設
立
さ

れ
て
お
り
、
懐
徳
堂
の
初
代
学
主
・
三
宅
石
菴
が
含
翠
堂
で
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
示

し
、
そ
の
た
め
に
天
囚
は
含
翠
堂
に
つ
い
て
の
調
査
が
必
要
と
判
断
し
、
平
野
郷
町
に
赴
い
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
（
注
５
）。

　
「
石
庵
と
含
翠
堂
」
の
節
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�

享
保
度
の
大
火
に
は
、
石
菴
も
盡
く
藏
書
を
焚
き
、
難
を
平
野
に
避
け
ゝ
る
が
、
平
野
の
諸
同

志
力
を
合
せ
て
慰
藉
せ
し
と
な
り
、
平
野
の
諸
同
志
と
は
含
翠
堂
の
同
學
を
云
ふ
。

　
　

�

含
翠
堂
は
平
野
の
郷
學
な
り
、
東
厓
の
文
集
に
記
あ
り
、
攝
津
名
所
圖
繪
に
圖
あ
り
、
抑
此
の

平
野
は
、
平
野
千
軒
と
稱
ふ
る
巨
邑
に
し
て
、
初
は
本
多
侯
後
に
は
土
井
侯
の
所
領
な
る
が
、

土
豪
に
七
名
家
と
稱
す
る
あ
り
、
土
橋
末
吉
三
上
の
諸
氏
を
い
ふ
、
土
橋
公
諒
（
名
友
直
、
公

諒
は
字
、
號
は
誠
齋
か
、
稱
七
郞
兵
衞
）、
末
吉
止
齋
（
名
宗
伴
、
字
德
安
）、
土
橋
節
齋
（
名
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「
川
田
」
も
「
河
田
」
の
誤
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、他
に
も
問
題
の
あ
る
記
述
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
天
囚
は
含
翠
堂
旧
蔵
『
十
三
経
』
の
箱
書
き
や
、『
大
学
述
古
』
等
の
序
文
や
奥
書
等
を

書
写
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
誤
字
脱
字
等
が
複
数
箇
所
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
含
翠
堂
創
設
の

中
心
人
物
で
あ
る
土
橋
友
直
（
誠
斎
）
と
、「
含
翠
堂
記
」
や
『
大
学
述
古
』
の
序
文
を
記
し
た
土

橋
宗
信
（
節
斎
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
の
部
分
の
頭
注
に
お
い
て
二
人
は
「
族
人
」、
つ
ま
り

遠
い
同
族
の
者
と
記
し
て
い
る
が
、②
の
部
分
の
中
で
は
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
「
誠
斎
之
与
節
斎
。

孰
父
孰
子
。
亦
未
知
其
詳
」（
孰
れ
か
父
に
し
て
孰
れ
か
子
な
る
か
も
、
亦
た
未
だ
其
の
詳
ら
か
な

る
を
知
ら
ず
）
と
述
べ
、
未
詳
と
は
し
な
が
ら
も
「
誠
斎
或
是
節
斎
之
父
」（
誠
斎 

或
は
是
れ
節
斎

の
父
）
と
二
人
は
誠
斎
が
父
、
節
斎
が
子
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
る
。
後
述
す
る
通
り
、
友

直
は
土
橋
家
の
本
家
、
宗
信
は
分
家
で
あ
り
、
二
人
は
父
子
で
は
な
い
。

　

更
に
、天
囚
は
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
土
橋
友
直
の
字
を
「
公
諒
」
と
し
て
い
る
が
、

管
見
の
限
り
、
土
橋
友
直
の
字
が
「
公
諒
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
確
認
で
き
な
い
。
天
囚

は
含
翠
堂
調
査
記
録
の
①
の
部
分
の
頭
注
に
、
伊
藤
東
涯
の
文
集
『
紹
述
先
生
文
集
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
友
直
字
公
諒
説
」
と
の
文
の
題
名
を
墨
筆
で
、
ま
た
こ
の
文
の
成
立
時
期
で
あ
る
「
丙
午

之
夏
」
と
の
語
と
を
朱
筆
で
記
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
天
囚
が
土
橋
友
直
の
字
を
「
公
諒
」
と
判

断
し
た
根
拠
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
文
の
題
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
述
す
る
通

り
、
東
涯
の
「
友
直
字
公
諒
説
」
は
、
東
涯
が
「
岡
島
生
」
な
る
人
物
の
求
め
に
応
じ
て
、「
友
直
」

と
い
う
名
と
「
公
諒
」
と
い
う
字
と
を
与
え
た
こ
と
を
記
し
た
文
で
、土
橋
友
直
と
は
関
係
が
な
く
、

天
囚
が
土
橋
友
直
の
字
を
「
公
諒
」
と
し
た
の
は
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
（
注
１
０
）。
加
え
て
、
④

の
部
分
に
お
い
て
天
囚
は
、
末
吉
家
の
墓
地
に
つ
い
て
「
在
服
部
川
神
光
寺
（
服
部
川
神
光
寺
に
在

り
）」
と
述
べ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
通
り
こ
の
情
報
は
事
実
と
異
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
天
囚
の
含
翠
堂
調
査
記
録
や
そ
れ
に
基
づ
く
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
は
い

く
つ
か
問
題
点
が
認
め
ら
れ
る
。
天
囚
が
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
の
講
演
ま
で
に
執
筆
し
て
い
た

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
に
お
い
て
、天
囚
は
記
述
の
根
拠
と
し
て
踏
ま
え
た
資
料
に
つ
い
て
個
々

に
明
示
し
て
引
用
し
て
お
り
、
実
証
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
た
（
注
１
１
）。

こ
れ
に
対
し
て
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
後
半
部
に
記
さ
れ
た
含
翠
堂
調
査
の
記
録
と
、
そ
の
調
査
記
録

を
踏
ま
え
た
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
記
述
と
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
点
は

い
さ
さ
か
意
外
に
思
わ
れ
る
。

　

誤
り
を
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
含
翠
堂
に
関
係
す
る
資
料
等
を
広
く

蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
吟
味
す
る
だ
け
の
時
間
的
余
裕
が
天
囚
に
は
無
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
調
査
は
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
開
始
直
前
に
急
遽
行
わ
れ
、
し
か
も
当
時
含
翠
堂
に
関

す
る
資
料
を
多
数
所
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
土
橋
家
や
末
吉
家
を
訪
問
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
大

阪
か
ら
日
帰
り
で
の
調
査
そ
の
も
の
に
、
そ
も
そ
も
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
い
。

　

ま
た
、
お
そ
ら
く
は
天
囚
が
一
月
二
十
九
日
に
大
阪
人
文
会
で
講
演
を
行
っ
た
時
点
で
、
翌
二
月

中
に
大
阪
朝
日
新
聞
紙
に
お
い
て
、
二
十
回
の
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
決

涯
筆
の
「
環
山
楼
額
」
と
「
環
山
楼
記
」、及
び
篠
原
盤
谷
に
贈
ら
れ
た
米
山
人
筆
の
「
含
翠
堂
之
図
」

が
含
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
多
治
見
と
天
囚
と
の
詳
し
い
関
係
等
は
不
明
で
あ
る
。

　

多
治
見
の
他
に
、
天
囚
の
調
査
に
同
行
し
て
平
野
郷
に
赴
い
た
久
松
定
憲
（
号
は
澱
江
）
と
河
田

為
作
（
号
は
南
荘
）
も
含
翠
堂
に
関
す
る
情
報
提
供
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
懐
徳

堂
考
之
一
』
の
含
翠
堂
調
査
記
録
に
お
い
て
は
、
平
野
郷
に
同
行
し
た
人
物
を
「
久
松
川
田
二
君
」

と
天
囚
は
述
べ
て
お
り
、「
久
松
」
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
勤
め
、
ま
た
浪
花
文
学
会
や
大
阪
人

文
会
の
会
員
と
し
て
天
囚
と
長
く
関
わ
っ
て
い
た
久
松
定
憲
（
号
は
澱
江
）
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

久
松
と
平
野
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　

問
題
は
「
川
田
」
な
る
人
物
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
十
一
月
印
刷
の
「
大
阪
人
文
会
員
名
簿
」

に
は
「
川
田
」
姓
の
人
物
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
河
田
為
作
と
い
う
人
物
が
号
は
南
荘
、

職
業
は
新
聞
社
員
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
天
囚
の
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
は
、
翌
月
の
三
月
六
日

に
連
載
時
の
紙
型
を
用
い
て
印
刷
し
た
小
冊
子
（
非
売
品
）
が
三
十
五
部
単
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
末

尾
に
、
幹
事
が
「
河
田
南
莊
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
田
為
作
は
天
囚
・
久
松

と
同
じ
く
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
社
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
囚
が
含
翠
堂
調
査
記
録
に
お
い

て
多
治
見
久
太
郎
の
姓
を「
田
治
見
」と
誤
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』に「
川

田
」
と
記
さ
れ
た
同
行
者
は
河
田
為
作
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
（
注
７
）。

　

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
単
行
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
巻
末
に
附
し
た

識
語
で
あ
る
。

　
　

�

此
の
稿
を
草
す
る
に
當
り
て
、
濱
眞
砂
、
太
田
蘆
隱
の
二
君
、
及
び
社
友
木
崎
好
尚
君
は
、
其

の
所
藏
の
資
料
を
提
示
し
、
河
田
南
莊
、
中
尾
柳
處
の
二
君
は
、
含
翠
堂
及
び
富
永
仲
基
の
事

蹟
捜
訪
の
爲
に
、
平
野
池
田
等
に
往
來
し
て
、
好
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
り
、
此
に
感
謝
の
意

を
表
す
。

　
　
　
　

明
治
庚
戌
二
月　
　
　
　
　
　
　

編
者
識

　
「
此
の
稿
を
草
す
る
に
當
り
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
識
語
を
記
し
た
「
編
者
」
が
天
囚
自

身
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
注
８
）。
こ
の
識
語
の
中
で
天
囚
が
、
濱
・
大
田
・
木
崎
に
続
い

て
「
河
田
南
莊
、
中
尾
柳
處
の
二
君
は
、
含
翠
堂
及
び
富
永
仲
基
の
事
蹟
捜
訪
の
爲
に
、
平
野
池
田

等
に
往
來
し
て
、
好
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
天
囚
の
平
野
郷
で
の
調

査
に
同
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
河
田
が
、
天
囚
に
含
翠
堂
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、「
河
田
南
莊
、
中
尾
柳
處
の
二
君
」
の
貢

献
は
、含
翠
堂
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、「
富
永
仲
基
の
事
蹟
捜
訪
」
の
た
め
に
「
池
田
等
に
往
來
」

し
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
お
り
、
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
天
囚
の
研
究
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
の
か
は
明

確
で
は
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
河
田
と
平
野
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
（
注
９
）。

　

な
お
、天
囚
の
含
翠
堂
調
査
記
録
に
お
い
て
は
、「
多
治
見
」
が
「
田
治
見
」
と
誤
記
さ
れ
て
お
り
、
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翻刻　西村天囚著『懐徳堂考之一』（その五）

も
あ
り
京
都
よ
り
は
島
帝
大
圖
書
館
長
も
來
會
し
出
席
者
約
三
十
名
に
上
り
非
常
の
盛
況
」
で

あ
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
例
会
の
出
席
者
に
は
、
そ
の
時
点
で
大
阪
人
文
会
に
未
入
会
の

人
物
も
い
た
と
見
ら
れ
る
。

６�　

天
囚
は
「
土
橋
節
齋
寬
保
元
年
の
跋
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
土
橋
宗
信
（
節
斎
）
が
寛
保
元
年

（
干
支
は
辛
酉
）
に
著
し
た
の
は
跋
文
で
は
な
く
序
文
で
あ
る
。『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
は

そ
の
序
文
が
す
べ
て
「
序
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
執

筆
時
に
天
囚
が
誤
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
再
刊
さ
れ
た
『
懐

徳
堂
考
』
に
お
い
て
も
こ
の
誤
り
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。

７�　

こ
の
推
測
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
拙
古
先
生
筆
記
』」（『
懐
徳

堂
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
二
二
年
）
の
注
（
８
）
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
。

８�　
「
濱
眞
砂
、
太
田
蘆
隱
の
二
君
、
及
び
社
友
木
崎
好
尚
君
は
、
其
の
所
藏
の
資
料
を
提
示
し
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
阪
人
文
会
の
会
員
で
あ
る
濱
眞
砂
（
真
砂
は
号
。
名
は
和
助
）
が

五
井
蘭
洲
の
『
鶏
肋
篇
』
を
、
同
じ
く
大
阪
人
文
会
の
会
員
の
大
田
蘆
隠
（
蘆
隠
は
号
。
名
は
源

之
助
）
が
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
懐
徳
堂
記
録
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
天
囚
に
提
供

し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
こ
と
は
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
冒
頭
の
「
序
説
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
木
崎
好
尚
に
つ
い
て
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
「
序
説
」
で
は
木
崎
が
資
料
の
「
採
訪
に
協

戮
」
し
た
と
の
み
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
冒
頭
の
「
叙
論
」
に
は
、『
蘭
洲
遺

稿
』
を
大
田
か
ら
借
用
し
て
読
ん
だ
木
崎
が
天
囚
に
対
し
て
「
世
間
不
易
獲
之
洪
宝
也
」（
世
間

獲
易
か
ら
ざ
る
の
洪
宝
な
り
）
と
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
囚
は
『
蘭
洲
遺
稿
』
を
木
崎
か
ら
又
借

り
し
て
読
ん
だ
と
あ
る
。
前
掲
拙
稿
「
翻
刻　

西
村
天
囚
著
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
一
）」
参

照
。
な
お
、
二
〇
一
六
年
度
に
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
購
入
し
、
そ
の
後
大
阪
大
学
に

寄
託
さ
れ
て
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
『
書
籍
貸
借
録
』
は
、
大
田
源
之

助
旧
蔵
の
資
料
と
見
ら
れ
、大
田
の
行
っ
て
い
た
書
籍
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
十
五
日
に
大
田
が
『
蘭
洲
遺
稿
』
を
木
崎
愛
吉

に
貸
し
出
し
、そ
れ
が
後
日
天
囚
に
又
貸
し
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
西
村
氏
ニ
移
ス
」

と
の
朱
筆
の
書
込
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
貸
与
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
叙
論
に
お
い
て
天
囚
が

い
う
と
こ
ろ
の
又
貸
し
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
懐
徳
堂
文
庫
新
収
資
料
中
の
太
田

源
之
助
旧
蔵
資
料
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
七
年
、
後
に
『
懐
徳
堂
研
究　

第
二
集
』

［
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
］
に
収
録
）
参
照
。

９�　

中
尾
柳
處
に
つ
い
て
、「
大
阪
人
文
会
員
名
簿
」に
は
中
尾
姓
の
人
物
が
二
人
記
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
そ
の
号
は「
柳
處
」で
は
な
い
。
一
人
は
中
尾
謙
吉（
号
は
東
竹
、職
業
は
図
書
館
司
書
、

住
所
は
北
区
）、
一
人
は
中
尾
清
太
郎
（
号
は
繖
瀬
、
職
業
は
会
社
員
、
住
所
は
東
区
）
で
あ
る
。

二
人
の
い
ず
れ
か
の
別
号
が
「
柳
處
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

１�

０　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
後
半
部
分
の
記
述
、
及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
記

述
に
関
し
て
は
、
含
翠
堂
調
査
記
録
以
外
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
箇
所
が
あ
る
。

定
済
み
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
年
の
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
朝
日
新
聞
社
主
催
の
第
二

回
「
世
界
一
周
会
」
に
、
天
囚
が
参
加
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
注
１
２
）。

そ
う
し
た
日
程
の
都
合
か
ら
、
含
翠
堂
に
関
す
る
よ
り
徹
底
し
た
調
査
を
実
施
し
、
か
つ
蒐
集
し
た

資
料
を
十
分
吟
味
す
る
こ
と
は
、
連
載
開
始
を
遅
ら
せ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
た
め
、
天
囚
に
は
で
き

な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
厳
し
い
時
間
的
制
約
の
中
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
天
囚
自
ら
が
平
野
郷
に
赴
い
て
調

査
を
実
施
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
第
六
回
「
石
庵
と

含
翠
堂
」
を
執
筆
し
、
そ
の
中
で
「
郷
學
含
翠
堂
は
、
享
保
中
の
創
立
に
し
て
、
其
の
起
源
は
府
庠

懷
德
堂
よ
り
も
古
き
か
と
思
は
れ
」
る
と
述
べ
、
含
翠
堂
と
懐
徳
堂
と
の
関
係
の
深
さ
を
指
摘
し
た

こ
と
は
、
こ
れ
が
天
囚
の
創
見
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
近
世
大
坂
と
そ
の
周
辺
に
長
き

に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
二
つ
の
郷
校
と
そ
の
学
問
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
非
常
に
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
、
懐
徳
堂
よ
り
も
早
く
創
設
さ
れ
た
含
翠
堂
が
町
人
の
出
資
に
よ
り

設
立
・
運
営
さ
れ
た
「
学
校
」
と
し
て
、
懐
徳
堂
の
い
わ
ば
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
は
広
く
認
識
さ

れ
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
記
述
は
、
含
翠
堂
と
懐
徳
堂
と
に
関
す
る

こ
の
認
識
が
定
着
す
る
上
で
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

注

１�　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
つ
い
て
は
、
修
復
を
行
う
前
の
時
点
で
の
知
見
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
研

究
ノ
ー
ト
：
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
そ
の
草
稿
―
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料

調
査
よ
り
―
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。
ま
た
、
修
復
後
、
前
半
部
分

を
翻
刻
し
た
拙
稿
「
翻
刻　

西
村
天
囚
著
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
一
）」（『
島
根
大
学
教
育
学

部
紀
要
』第
五
十
五
巻
、二
〇
二
二
年
二
月
）、「
翻
刻　

西
村
天
囚
著『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
二
）」

（
同
第
五
十
六
巻
、
二
〇
二
三
年
二
月
）、「
翻
刻　

西
村
天
囚
著
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
三
）」

（
同
第
五
十
七
巻
、
二
〇
二
四
年
二
月
）、「
翻
刻　

西
村
天
囚
著
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
四
）」

（
同
第
五
十
八
巻
、
二
〇
二
五
年
一
月
）、
並
び
に
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
懐
徳
堂
考
之

一
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
二
五
年
）
参
照
。

２�　

拙
稿
「
資
料
紹
介　

西
村
天
囚
「
五
井
蘭
洲
」（
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
講
演
速
記
録
）」（『
国

語
教
育
論
叢
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

３�　

後
述
す
る
よ
う
に
、
天
囚
は
「
田
治
見
」
と
記
し
て
い
る
が
、「
多
治
見
」
の
誤
り
で
あ
る
。

４�　

杭
全
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
含
翠
堂
旧
蔵
書
の
調
査
は
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
行
っ
た
。
そ

の
成
果
は
別
稿
に
お
い
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

５�　

天
囚
が
講
演
を
行
っ
た
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
関
し
て
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

一
月
三
十
日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
蘭
洲
と
鐘
成
の
昨
日
の
大
阪
人
文
会
」
と
の
見
出
し
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
に
「
當
日
は
關
係
圖
書
の
陳
列
も
多
く
續
々
入
會
の
申
込
者

38
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を
附
し
て
補
う
。
ま
た
、
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
の
原
文
に
お
い
て
は
そ

の
文
字
の
右
に
「（
マ
マ
）」
と
附
し
、
翻
刻
者
の
修
正
し
た
文
字
を
直
後
の
（　

）
内
に
入
れ
て

示
す
。
衍
字
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
字
の
右
に
「（
マ
マ
）」
と
附
し
、
補
注

を
附
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
脱
字
・
誤
字
・
衍
字
の
あ
る
箇
所
の
書
き
下
し
文
は
、
い
ず
れ
も
翻
刻

者
の
修
正
に
基
づ
く
。

【
翻
刻
】

①
多
治
見
家
訪
問

【
59
表
】
平
野
郷
有
田

（
マ
マ
）（

多
）
治
見
［
補□
１
］
久
太
郎
者
。
号
春
谷
。
其
父
春
畝
。
祖
父
春
塘
。

曾
祖
父
了
慶
。
並
好
文
雅
。
庚
戌
二
月
初
三
。
与
久
松
川

（
マ
マ
）（

河
）
田
［
補□
２
］
二
君
往
訪
。
春
谷

歓
待
。
出
示
所
蔵
希
品
［
注
一
］［
注
二
］［
注
三
］。
／

　

一　

含
翠
堂
圖　

岡
田
米
山
人
所
贈
于
篠
原
盤
谷
／

　

一　

東
厓

（
マ
マ
）（

涯
）［
補□
３
］
丁
未
游
平
野
偶
賦
詩
一
幅
／

　

一　

環
山
楼
記　

一
巻　

享
保
己
酉
／

　

一　

同
題
額　

一
幅　

庚
戌
／

　

一　

同
記
文
木
刻
額　

一
面　

庚
戌
／

又
観
頼
山
陽
遺
愛
盆
石
紫
舟
。
長
約
五
寸
。
高
不
超
二
寸
。
誠
奇
品
也
。
春
谷
持
贈
夢
華
園
印
譜
一

冊
［
補□
４
］。
／

　
　
　

注

一�

…
含
翠
堂
者
■
［
土
］
橋
友
直
所
創
立
友
直
称
七
郎
■
［
兵
］
衛
節
斎
其
族
■
［
人
］
也

二�

…
友
直
学
于
京
師
者
三
年
与
井
上
佐
兵
衛
正
臣
謀
割
其
居
宅
為
講
堂
毎
月
三
五
七
十
之
日
為
講
習

迎
浪
華
三
宅
万
年
［
補□
５
］

三�

…
友
直
字
公
諒
説
／　

丙
午
之
夏
［
補□
６
］

【
書
き
下
し
文
】

平
野
郷
に
多
治
見
久
太
郎
な
る
者
有
り
。
号
は
春
谷
、
其
の
父
は
春
畝
、
祖
父
は
春
塘
、
曾
祖
父
は

了
慶
な
り
。
並
び
文
雅
を
好
む
。
庚
戌
二
月
初
三
、
久
松
・
河
田
二
君
と
往
訪
す
。
春
谷
歓
待
し
て
、

蔵
す
る
所
の
希
品
を
出
示
す
。

　

一　

含
翠
堂
圖　

岡
田
米
山
人
の
篠
原
盤
谷
に
贈
る
所
な
り
。

　

一　

東
涯
丁
未
平
野
に
游
ぶ
偶
賦
詩
一
幅

　

一　

環
山
楼
記　

一
巻　

享
保
己
酉

　

一　

同
題
額　

一
幅　

庚
戌

　

一　

同
記
文
木
刻
額　

一
面　

庚
戌

す
な
わ
ち
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
後
半
部
分
の
第
六
十
五
葉
～
第
六
十
七
葉
に
は
、
奥
田
元
継
の

談
話
の
聞
き
書
き
で
あ
る
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
片

山
北
海
（
通
称
は
忠
蔵
）
の
詩
と
龍
艸
廬
（
龍
草
廬
。
通
称
は
衛
門
）
の
詩
と
に
関
す
る
記
述
が

あ
る
が
、
天
囚
は
「
忠
蔵
」
が
中
井
甃
菴
の
通
称
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
片
山
北
海
に
関
す
る

記
述
を
甃
菴
に
関
し
て
の
記
述
と
誤
解
し
、
連
載
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
甃
菴
の
詩
に

つ
い
て
、「
奧
田
拙
古
其
詩
を
評
し
て
、
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と
云
へ
り
」
と
述
べ
て
い

る
。
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
拙
古
先
生
筆
記
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
十
三
号
、

二
〇
二
二
年
）
参
照
。

１�

１　

拙
稿
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
懐
徳
堂
考
之
一
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
十
六
号
、

二
〇
二
五
年
）
参
照
。

１�

２　

天
囚
が
参
加
し
た
第
二
回
世
界
一
周
会
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
『
世
界
は
縮
ま
れ
り
―
西

村
天
囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
を
読
む
』（K

A
D
O
K
AW

A

、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。
天
囚
が
神
戸
港

を
出
発
し
た
の
は
四
月
二
日
、
敦
賀
港
に
帰
着
し
た
の
は
七
月
十
八
日
で
あ
る
。

【
凡
例
】

・�　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
後
半
部
分
の
中
の
含
翠
堂
に
関
す
る
調
査
の
記
録
（
第
五
十
九
葉
表
～
第

六
十
四
葉
表
）
に
つ
い
て
、
便
宜
的
に
解
題
に
示
し
た
①
～
⑦
に
区
分
し
て
見
出
し
を
付
け
、
翻

刻
を
示
す
。
な
お
、
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
翻
刻
者
の
書
き
下
し
文
を
附
す
。

・�　

本
文
等
に
は
、
墨
筆
・
朱
筆
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
翻
刻
で
は
基
本
的

に
、
修
正
後
の
本
文
を
示
す
。

・�　

鼇
頭
に
記
さ
れ
た
注
記
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
附
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
本
文
の
該
当

箇
所
に
「［
注
○
］」（
○
は
区
分
ご
と
の
通
し
番
号
の
漢
数
字
）
を
挿
入
し
、
本
文
の
後
に
ま
と

め
て
示
す
。

・�　

翻
刻
者
が
必
要
と
判
断
し
た
箇
所
に
補
注
を
附
す
。
補
注
を
附
し
た
箇
所
に
は
、
本
文
中
に

「［
補□
○
］」（
○
は
区
分
ご
と
の
通
し
番
号
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
を
挿
入
す
る
。

・�　

各
葉
の
表
・
裏
の
冒
頭
箇
所
は
、
葉
数
を
表
す
二
桁
の
数
字
と
、「
表
」・「
裏
」
と
を
【　

】

内
に
記
し
て
示
す
。

・�　

本
文
に
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
傍
線
を
附
し
て
示
す
。

・�　

本
文
中
に
お
い
て
提
行
さ
れ
、
そ
の
行
が
以
下
留
白
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
翻
刻

に
お
い
て
も
提
行
し
、
あ
わ
せ
て
「
／
」
を
附
す
。

・�　

釈
読
で
き
な
い
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
明
字
を
「
■
」
で
示
す
。
そ
の
不
明
字
が
概
ね
推
測

で
き
る
場
合
は
、
翻
刻
者
の
推
測
し
た
字
を
、
直
後
の
［　

］
内
に
入
れ
て
示
す
。
推
測
が
不
確

実
で
あ
る
場
合
は
、
推
測
し
た
字
の
下
に
「
？
」
を
附
す
。

・�　

漢
字
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。

・�　

脱
字
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
（
句
点
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
箇
所
に
［　

］
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文
が
書
か
れ
た
時
期
を
示
す
語
と
考
え
ら
れ
、「
丙
午
」
の
年
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
東
涯
の
こ
の
文
は
土
橋
友
直
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、「
岡
島
生
」

な
る
人
物
が
東
涯
に
「
丐
名
」（
名
を
丐こ

ふ
こ
と
）
し
、
応
じ
た
東
涯
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
涯
は
『
論
語
』
季
氏
篇
に
「
孔
子
曰
、
益
者
三
友
、
損
者
三
友
。
友
直
、
友
諒
、

友
多
聞
、
益
矣
。
友
便
辟
、
友
善
柔
、
友
便
佞
、
損
矣
。」（
孔
子
曰
は
く
、「
益
者
三
友
、
損
者

三
友
。
直
を
友
と
し
、
諒
を
友
と
し
、
多
聞
を
友
と
す
る
は
、
益
な
り
。
便
辟
を
友
と
し
、
善
柔

を
友
と
し
、
便
佞
を
友
と
す
る
は
、
損
な
り
」
と
。）
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
朱
熹
の
注
に
「
友
直

則
聞
其
過
、
友
諒
則
進
于
誠
。」（
直
を
友
と
す
れ
ば
則
ち
其
の
過
ち
を
聞
き
、
諒
を
友
と
す
れ
ば

則
ち
誠
に
進
む
。）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
岡
島
の
名
を
友
直
、
字
を
公
諒
と
し
た
。
お
そ
ら

く
天
囚
は
、
題
名
に
「
友
直
字
公
諒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
の
中
身
を
読
ま
ず
に
土
橋
友
直
に

つ
い
て
述
べ
た
文
と
誤
解
し
て
、
土
橋
友
直
の
字
を
「
公
諒
」
と
見
な
し
た
と
考
え
ら
れ
、『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
も
「
土
橋
公
諒
（
名
友
直
、公
諒
は
字
、號
は
誠
齋
か
、稱
七
郞
兵
衞
）」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
懐
徳
堂
考
』
が
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
再
刊
さ
れ
た
際
に
も
こ

の
記
述
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。
梅
溪
昇
・
脇
田
修
編
『
平
野
含
翠
堂
史
料
』（
清
文
堂
出
版
、

一
九
七
三
年
）
所
収
の
三
輪
執
斎
が
記
し
た
「
送
土
橋
丈
帰
南
摂
序
」（
土
橋
丈
の
南
摂
に
帰
る

を
送
る
の
序
）
は
、「
元
禄
癸
未
」
の
年
、
つ
ま
り
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
記
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
そ
の
中
で
執
斎
は
「
友
人
土
橋
友
直
」
と
呼
ん
で
お
り
、
土
橋
友
直
の
名
「
友
直
」
が

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
の
「
丙
午
」
の
年
に
東
涯
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
土
橋
友
直
の
没
年
に
は
諸
説
あ
る
が
、『
含
翠
堂
（
土
橋
）
文

庫
目
録
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
七
二
年
）
に
Ｍ
７
６
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
土

橋
，
三
上
，
三
宅
氏
過
去
帳
」
に
は
「
享
保
拾
弐
未
年
十
月
二
日
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
土

橋
宗
信
が
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
記
し
た
「
含
翠
堂
記
」（
梅
溪
昇
・
脇
田
修
編
著
『
平

野
含
翠
堂
史
料
』［
清
文
堂
、
一
九
七
三
年
］
所
収
）
に
は
「
友
直
不
幸
に
し
て
未
の
十
月
世
を

は
や
う
せ
り
」
と
あ
る
。
こ
の
た
め
、
土
橋
友
直
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
の
丁
未
の
年
に

没
し
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
土
橋
友
直
が
没
す
る
前
年
に
東
涯
に

よ
っ
て
「
友
直
」
と
名
付
け
ら
れ
、「
公
諒
」
の
字
を
与
え
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。「
土
橋
，
三

上
，
三
宅
氏
過
去
帳
」
に
つ
い
て
は
、
平
野
歴
史
民
俗
研
究
会
の
南
田
潤
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

②
平
野
小
学
校
訪
問

【
59
表
】去
訪
平
野
小
学
校［
補□
１
］。観
含
翠
堂
旧
蔵
書
籍［
補□
２
］。都
壹
百
拾
餘
部
。蓋
是
什
之
一
。

其
餘
維
新
之
際
散
乱
云
。
一
函
【
59
裏
】
蓋
有
文
云
［
補□
３
］。
／

　

�

十
三
経
一
部
十
六
套
。
永
附
于
攝
之
平
野
郷
含
翠
堂
。
蓋
平
野
予
之
桑
梓
也
。
予
幼
時
屢
游
郷
校
。

受
学
足
代
立
溪
先
生
［
補□
４
］。
長
游
東
都
。
累
官
長
崎
。
監
居
一
年
。
任
満
還
東
都
。
實
天
明

又
た
頼
山
陽
遺
愛
の
盆
石
「
紫
舟
」
を
観
る
。
長
さ
約
五
寸
、
高
さ
二
寸
を
超
え
ず
。
誠
に
奇
品
な

り
。
春
谷
『
夢
華
園
印
譜
』
一
冊
を
持
贈
す
。

　
　
　

注

一�

…
含
翠
堂
は
土
橋
友
直 

創
立
す
る
所
な
り
。
友
直 

七
郎
兵
衛
と
称
す
。
節
斎
は
其
の
族
人
な
ら

ん
。

二�

…
友
直 

京
師
に
学
ぶ
者こ

と

三
年
、
井
上
佐
兵
衛
正
臣
と
謀
り
、
其
の
居
宅
を
割
き
て
講
堂
と
為
し
、

毎
月
三
・
五
・
七
・
十
の
日
も
て
講
習
を
為
し
、
浪
華
の
三
宅
万
年
を
迎
ふ
。

三�

…
「
友
直 

字
は
公
諒
の
説
」　

丙
午
の
夏
。

　
　
　

補
注

１
…
「
田
治
見
」
は
「
多
治
見
」
の
誤
り
。【
解
題
】
参
照
。

２
…
「
川
田
」
は
「
河
田
」
の
誤
り
と
見
ら
れ
る
【
解
題
】
参
照
。

３�

…
「
東
厓
」
と
あ
る
の
は
伊
藤
東
涯
の
こ
と
。『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
三
十
に
は
、「
歳
丁
未
遊
摂

州
平
野
四
首
」（
歳
は
丁
未 

摂
州
の
平
野
に
游
ぶ　

四
首
）
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
天
囚
が
見
た

「
一
幅
」
に
は
そ
の
詩
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

４�

…
「『
夢
華
園
印
譜
』
一
冊
」
と
は
、『
定
武
楼
印
纍
』（
多
治
見
久
太
郎
編
、
明
治
四
十
二
年
）

一
巻
を
指
す
。『
定
武
楼
印
纍
』
は
、
久
太
郎
（
号
は
春
谷
・
夢
華
園
）
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
の
、

北
山
七
僧
（
一
七
二
一
～
一
八
〇
六
）
が
所
持
し
て
い
た
印
章
の
印
譜
集
。
そ
の
序
文
は
藤
澤
南

岳
が
書
い
た
。
吾
妻
重
二
「
藤
澤
南
岳
と
篆
刻
芸
術
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
六
巻
、

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
、
平
野
郷
の
多
治
見
夢
華
園
の
所
蔵
品
が
、「
尾
陽
渡
邊
翠
園
」
の

所
蔵
品
と
共
に
入
札
が
行
わ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
目
録
が
現
存
す
る
が
、
目
録
に
記
載
さ
れ
た

も
の
の
中
に
、天
囚
が
多
治
見
家
で
実
見
し
た
資
料
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、

入
札
は
大
阪
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
行
わ
れ
、
札
元
は
山
中
吉
郎
兵
衛
、
梛
川
善
左
衛
門
、
林
新

助
、
山
田
甚
助
で
あ
っ
た
。
入
札
日
に
つ
い
て
目
録
に
は
四
月
六
日
と
し
か
印
刷
さ
れ
て
い
な
い

が
、
裏
表
紙
に
は
お
そ
ら
く
目
録
の
所
蔵
者
（
表
紙
の
印
記
か
ら
大
阪
市
東
区
伏
見
町
の
「
佐
藤

淺
造
」
と
見
ら
れ
る
）
が
記
し
た
「
大
正
六
年
四
月
」
と
の
打
ち
付
け
書
き
が
あ
り
、
ま
た
都
守

淳
夫
・
中
村
節
子
「
研
究
資
料　

全
国
売
立
目
録
所
在
一
覧
〈
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
・
東
京

国
立
博
物
館
・
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
目
録
編
（
一
）〉」（『
美
術
研
究
』
三
六
〇
号
、
一
九
九
四
年
）

に
は
こ
の
目
録
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
の
発
行
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

５�

…
こ
の
注
記
は
、『
摂
津
名
所
図
会
』
に
お
け
る
含
翠
堂
に
つ
い
て
の
記
述
を
省
略
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
後
述
の
⑦
『
摂
津
名
所
図
会
』
か
ら
の
引
用
参
照
。

６�

…
こ
の
注
記
は
『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
九
に
収
録
さ
れ
て
い
る
伊
藤
東
涯
の
文
の
題
名
と
、
そ
の
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竹田健二

十
八
日
書
写
之
畢
［
訖
］［
補□
２
７
］。
足
代
弘
道
。
又
云
。
享
保
十
一
年
正
月
十
一
日
講
。
予
因

知
含
翠
堂
之
創
立
在
享
保
十
年
以
前
。
足
代
弘
道
号
立
溪
。
来
寓
校
中
。
居
職
教
授
。
則
平
野
文
教
。

所
淵
源
久
矣
。
／

元
〻
集
［
補□
２
８
］
奥
書
云
。
右
以
度
會
神
主
益
弘
本
書
写
一
校
畢
。
于
時
元
禄
二
己
巳
歳
初
春
日

足
代
氏
弘
英
。
足
代
弘
英
之
与
弘
道
。
或
父
子
。
或
兄
弟
。
並
未
詳
。
蓋
与
足
代
【
62
表
】
弘
訓
同

族
。
似
無
可
疑
。
／

櫝
記
一
冊
。
巻
首
有
平
野
含
翠
堂
蔵
書
櫝
記
土
橋
誠
斎
寄
附
十
五
字［
補□
２
９
］。
誠
斎
之
与
節
斎
。

孰
父
孰
子
。
亦
未
知
其
詳
［
補□
３
０
］。
止
斎
節
斎
之
父
執
也
。
誠
斎
或
是
節
斎
之
父
。
而
与
止
斎

同
時
創
学
之
土
橋
子
直
乎
。
東
厓
撰
含
翠
堂
記
。
文
中
有
土
橋
子
直
之
名
。
猶
懐
徳
堂
之
於
甃
菴
。

含
翠
懐
徳
。
並
成
于
同
志
者
之
手
。
非
一
人
所
創
設
。
而
含
翠
以
子
直
為
堂
主
。
懐
徳
以
甃
菴
為
堂

主
。
猶
今
之
代
表
者
也
。
那
波
魯
堂
学
問
源
流
。
以
仁
斎
之
古
学
。
為
出
于
櫝
記
［
補□
３
１
］。
而

誠
斎
手
写
櫝
記
。
以
蔵
堂
中
。
其
崇
信
可
知
已
。
／

　
　
　

注

一
…
據
監
居
二
字
知
是
為
長
崎
奉
行
。

二
…
■
［
天
］
明
九
年
改
元
寛
政

【
書
き
下
し
文
】

去
り
て
平
野
小
学
校
を
訪
ひ
、
含
翠
堂
旧
蔵
書
籍
を
観
る
。
都
て
壹
百
拾
餘
部
な
り
。
蓋
し
是
れ
什

の
一
に
し
て
、
其
の
餘
は
維
新
の
際
に
散
乱
す
と
云
ふ
。
一
函
の
蓋
に
文
有
り
て
云
ふ
。

　

�『
十
三
経
』
一
部
十
六
套
、
永
く
攝
の
平
野
郷
含
翠
堂
に
附
す
。
蓋
し
平
野
は
予
の
桑
梓
な
り
。

予
幼
時
屢
し
ば
郷
校
に
游
び
、
学
を
足
代
立
溪
先
生
に
受
く
。
長
く
東
都
に
游
び
、
長
崎
に
累
官

し
、
監
も
て
居
る
こ
と
一
年
、
任
満
ち
て
東
都
に
還
る
は
、
実
に
天
明
戊
辰
八
年
な
り
。
書
若
干

種
を
購
ふ
。
是
の
書
も
亦
た
其
得
る
所
と
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

末
吉
攝
津
守
藤
原
利
隆

　
�『

十
三
経
』
一
部
、
末
吉
藤
公
の
賜
ひ
て
以
て
永
く
平
野
郷
含
翠
堂
に
附
す
所
為
り
。
是
に
先
ん

じ
て
公
嘗
て
命
を
承
け
て
、
長
崎
に
褰
帷
す
。
長
崎
は
海
舶
の
輻
湊
所
な
り
。
公
特
に
書
若
干
種

を
購
ふ
。
是
の
書
蓋
し
其
の
得
る
所
と
云
ふ
。
公
は
原も

と

平
野
の
人
な
り
。
考
諱
は
綱
利
、
五
郎
兵

衛
と
称
す
。
公
幼
時
屢
し
ば
郷
校
に
游
び
、
書
を
足
代
立
溪
に
受
く
。
長
く
東
都
に
游
び
、
輦
轂

の
下
に
奉
仕
す
。
公
既
に
貴
顕
た
り
。
然
し
て
猶
ほ
且
つ
桑
梓
に
眷
眷
た
り
て
、
方
今
此
の
挙
有

り
。
是
に
由
り
て
郷
人
愈
益
学
に
嚮
ふ
を
知
る
。
予 

郷
校
に
教
授
た
り
。
豈
に
歓
抃
爵
躍
し
て

以
て
公
の
恵
愛
を
欽
慕
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

　

寛
政
改
元
己
酉
九
月　
　
　
　

篠
原
弼
謹
し
ん
で
識
す

戊
辰
八
年
也
。
購
書
若
干
種
。
是
書
云

（
マ
マ
）（

亦
）［
補□
５
］
其
所
得
云
。　

末
吉
攝
津
守
藤
原
利

隆
［
補□
６
］
／

　

�
十
三
経
一
部
。
為
末
吉
藤
公
之
所
賜
以
［
永
］［
補□
７
］
附
于
平
野
郷
含
翠
堂
。
先
是
公
嘗
承
命
。

褰
帷
長
崎
［
注
一
］。
長
崎
者
海
舶
所
輻
湊
。［
公
］［
補□
８
］
特
購
書
若
干
種
。
是
書
蓋
其
所
得

云
。
公
原
平
野
人
。
考
諱
綱
利
。
称
五
郎
兵
衛
。
公
幼
時
屢
游
郷
校
。
受
書
足
代
立
溪
。
長
游
東

都
。
奉
仕
輦
轂
之
下
。
公
既
貴
顕
。
然
猶
且
眷
〻
桑
梓
。
方
今
有
此
挙
。
由
是
郷
人
愈
益
知
【
60

表
】
嚮
学
。
予
教
授
郷
校
。
豈
可
不
歓
抃
爵
躍
以
欽
慕
公
之
恵
愛
哉
。
／

　

�

寛
政
改
元
己
酉
九
月
［
注
二
］　　
　
　

篠
原
弼
［
補□
９
］
謹
識
／

另
有
大
学
述
古
一
冊
。
其
凾
蓋
有
寄
蔵
攝
津
国
住
吉
郡
平
野
郷
含
翠
堂
。
止
斎
末
吉
徳
安
宗
伴

二
十
二
字
［
補□
１
０
］
／

　

大
学
述
古
序
／

　

�

止
斎
先
生
末
吉
翁
［
補□
１
１
］。
尊
信
仁
斉

（
マ
マ
）（

斎
）［
補□
１
２
］
東
涯
二
先
生
。
多
歴
年
所
。

其
書
莫
不
讀
也
。
玩
索
黙
契
。
庶
如
重
規
而
圓
矣
。
唯
於
大
学
定
本
。
有
未
釈
然
者
。
毎
思
而
有

得
。
所

（
マ
マ
）［

補
１
３
］
輒
筆
之
。
積
為
一
冊
。
乃
名
曰
大
学
述
古
。
携
示
予

（
マ
マ
）（

余
）［
補
１
４
］
曰
。

是
我
家
敝
帚
已
。
吾
致
仕
多
年
。
間
居
深
念
。
不
厭
闃
寂
。
唯
是
娯
。
則
僭
踰
之
恐
。
秘
在
篋
笥
。

吾
子
通
家
。
盍
【
60
裏
】
辨
諸
。
幸
無
以
我
一
日
之
長
。
余
曰
。
有
是
哉
翁
之
自
謙
也
。
乃
退
奉

言
受
読
。
大
服
卓
見
。
語
曰
。
述
而
不
作
。
信
而
好
古
。
此
孔
子
自
比
老
彭
也
。
其
故
何
也
。
蓋

聖
人
［
楽
取
于
人
］［
補
１
５
］
以
為
善
。
而
不
敢
自
用
。
所
以
述
而
不
作
也
。
事
必
稽
古
。
以

循
往
聖
遺
則
。
所
以
信
而
好
古
也
。
述
古
之
編
。
蓋
取
諸
此
。
余
聞
道
者
天
下
公
共
之
物
也
。
豈

其
可
私
耶
。
疑
而
不
質
。
焉
得
忠
。
請
致
於
東
涯
先
生
。
翁
乃
昌
其
辭
而
可
之
。
先
生
輒
讀
三
四

策
。
徐
而
曰
。
嗟
乎
亦
当
如
此
説
。
未
幾
先
生
溘
焉
易
簀
。
翁
聞
訃
慟
哭
。
述
古
雌
黄
未
充
十
紙
。

乃
嘆
曰
。
是
命
也
歟
。
夫
先
生
之
没
。
挙
世
悼
惜
。
其
在
翁
也
。
必
有
所
埤
。
而
後
乃
請
其
弟
蘭

氏
而
遂
果
。
復
命
序
於
予
而
趣
焉
。
翁
父
【
61
表
】
執
也
。
郷
先
生
也
。
而
齡
過
八
旬
。
余
不
敢

以
不
文
違
其
命
。
乃
謹
書
成
書
之
由
。
以
為
［
之
］［
補
１
６
］
序
。
寛
保
辛
酉
［
補
１
７
］
夏

五
月　
　

節
斎
土
橋
宗
信
［
補
１
８
］
撰
／

　

跋
／

　

�

五
福
以
壽
為
首
。
而
事
以
学
為
基
。
即
壽
而
学
。
天
下
何
加
焉
。
止
斎
翁
即

（
マ
マ
）（

乃
）［
補
１
９
］

其
人
也
。
夙
奉
我
伊
藤
子
之
教
。
有
踰
鬼
神
。
嘗
著
大
学
述
古
。
紬
繹
十
年
。
鉛
槧
相
随
。
今
茲

甫
脱
［
補
２
０
］
稿
。
乃
寄
蔵
邑
庠
。
曰
。
豈
是
珍
襲
之
具
乎
。
求
正
于
同
好
之
士
耳
。
且
以

予
寓
于
庠
中
有
年
于
茲
。
叨
荷
翁
之
顧
盻
［
眄
］［
補
２
１
］
也
。
乃
属
之
跋
。
余
曰
。
矍
［
補

２
２
］
鑠
哉
翁
也
。
其
辭
也
盡
【
畫
】［
補
２
３
］
矣
。
其
見
也
至
矣
。
雖
然
述
古
之
於
定
本
也
。

将
以
為
有
【
61
裏
】
事
堅
白
耶
。
輒
翁
之
志
荒
矣
。
抑
得
魚
忘
筌
。
翁
其
有
焉
。
則
其
壽
也
学
也
。

橋
宗
信
書
［
補
２
４
］
諸
序
云
。
寛
保
歳
次
壬
戌
秋
八
月
［
補
２
５
］。
勢
州
之
弘
道
。
録
于
攝

之
平
野
含
翠
書
院
。
／

数
祓
講
述
鈔
奥
書
。
享
保
九
年
高
宮
玉
串
内
人
／
度
會
清
在
敬
書
［
補□
２
６
］
云
。
享
保
十
乙
巳
年
季
冬

41
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『
数
祓
講
述
鈔
』
の
奥
書
に
「
享
保
九
年
高
宮
玉
串
内
人
・
度
會
清
在
敬
し
ん
で
書
す
」
云
ふ
、「
享
保
十
乙
巳
年

季
冬
十
八
日
書
写
之
れ
訖
る
。
足
代
弘
道
」
と
。
又
た
云
ふ
、「
享
保
十
一
年
正
月
十
一
日
講
ず
」
と
。

予
因
り
て
含
翠
堂
の
創
立
享
保
十
年
以
前
に
在
る
を
知
る
。
足
代
弘
道
、
号
は
立
溪
、
校
中
に
来
寓

し
て
、
教
授
に
居
職
す
。
則
ち
平
野
の
文
教
、
淵
源
す
る
所
久
し
。

『
元
〻
集
』
の
奥
書
に
云
ふ
、「
右 

度
會
神
主
益
弘
本
を
以
て
書
写
し
一
校
畢
は
る
。
時
に
元
禄
二

己
巳
歳
初
春
の
日
足
代
氏
弘
英
」
と
。
足
代
弘
英
之
れ
弘
道
と
、
或
は
父
子
な
る
か
、
或
は
兄
弟
な

る
か
、
並
び
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
蓋
し
足
代
弘
訓
と
同
族
な
る
こ
と
、
疑
ふ
べ
き
無
き
に
似
る
。

『
櫝
記
』
一
冊
、
巻
首
に
「
平
野
含
翠
堂
蔵
書
櫝
記 

土
橋
誠
斎
寄
附
す
」
の
十
五
字
有
り
。
誠
斎
之

れ
節
斎
と
、
孰
れ
か
父
に
し
て
孰
れ
か
子
な
る
か
も
、
亦
た
未
だ
其
の
詳
ら
か
な
る
を
知
ら
ず
。
止

斎
は
節
斎
の
父
執
な
り
。
誠
斎 

或
は
是
れ
節
斎
の
父
に
し
て
、
止
斎
と
時
を
同
じ
く
し
て
学
を
創

る
の
土
橋
子
直
な
る
か
。
東
厓
「
含
翠
堂
記
」
を
撰
す
る
に
、
文
中
に
土
橋
子
直
の
名
有
り
。
猶
ほ

懐
徳
堂
の
甃
菴
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
含
翠
・
懐
徳
、
並
び
同
志
者
の
手
に
成
り
て
、
一
人
の
創
設

す
る
所
に
非
ず
し
て
、
含
翠
は
子
直
を
以
て
堂
主
と
為
し
、
懐
徳
は
甃
菴
を
以
て
堂
主
と
為
す
。
猶

ほ
今
の
代
表
者
の
ご
と
き
な
り
。
那
波
魯
堂
『
学
問
源
流
』、
仁
斎
の
古
学
を
以
て
櫝
記
に
出
づ
る

と
為
し
、
而
し
て
誠
斎
手
づ
か
ら
櫝
記
を
写
し
、
以
て
堂
中
に
蔵
す
。
其
の
崇
信
す
る
こ
と
知
る
べ

き
の
み
。

　
　
　

注

一
…
「
監
居
」
の
二
字
に
拠
り
、
是
れ
長
崎
奉
行
と
為
る
を
知
る
。

二
…
天
明
九
年 

寛
政
に
改
元
す
。

　
　
　

補
注

１�

…
『
平
野
郷
町
誌
』（
平
野
郷
公
益
会
、
昭
和
六
年
［
一
九
三
一
］）
に
よ
れ
ば
、
平
野
小
学
校
は

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
五
月
に
学
制
が
布
か
れ
た
後
、
同
年
十
一
月
に
第
一
番
小
学
校
と
し
て

開
設
さ
れ
、
後
に
平
野
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
に
小
学
校
令

が
公
布
さ
れ
た
後
に
平
野
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
。
現
在
、
杭
全
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
含
翠

堂
旧
蔵
書
に
は
「
東
成
郡
町
立
平
野
尋
常
小
学
校
之
印
」
と
の
印
記
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

２�
…
天
囚
が
平
野
小
学
校
で
実
見
し
た
含
翠
堂
野
旧
蔵
書
の
多
く
は
、
現
在
杭
全
神
社
の
宝
蔵
二
階

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
天
囚
が
述
べ
る
通
り
、
含
翠
堂
の
廃
校
後
、
そ
の
旧
蔵
書
は
平
野
小
学
校

に
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
後
杭
全
神
社
に
移
さ
れ
た
。
平
野
小
学
校
か
ら
杭
全
神
社
に
移
さ
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
、
杭
全
神
社
の
藤
江
寛
司
禰
宜
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
平
野
郷
町

が
大
阪
市
に
編
入
さ
れ
た
際
、
平
野
郷
町
役
場
に
あ
っ
た
文
書
類
と
共
に
、
平
野
小
学
校
に
あ
っ

た
含
翠
堂
旧
蔵
書
が
杭
全
神
社
に
入
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
杭
全
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い

另
に
『
大
学
述
古
』
一
冊
有
り
。
其
の
凾
蓋
に
「
攝
津
国
住
吉
郡
平
野
郷
含
翠
堂
に
寄
蔵
す
。
止
斎

末
吉
徳
安
宗
伴
」
の
二
十
二
字
有
り
。

　
『
大
学
述
古
』
序
に
い
ふ
、

　

�

止
斎
先
生
末
吉
翁
、
仁
斎
・
東
涯
二
先
生
を
尊
信
す
る
こ
と
、
多
く
年
所
を
歴ふ

。
其
の
書
読
ま
ざ

る
莫
き
な
り
。
玩
索
黙
契
し
、庶
は
く
は
規
を
重
ね
て
圓
す
る
が
如
く
せ
ん
と
。
唯
だ『
大
学
定
本
』

に
於
て
は
、
未
だ
釈
然
と
せ
ざ
る
者
有
り
て
、
毎
に
思
ひ
て
得
る
こ
と
有
れ
ば
、
輒
ち
之
を
筆
す
。

積
み
て
一
冊
と
為
し
、乃
ち
名
づ
け
て
『
大
学
述
古
』
と
曰
ふ
。
携
へ
て
余
に
示
し
て
曰
は
く
、「
是

れ
我
が
家
の
敝
帚
な
る
の
み
。
吾
れ
致
仕
す
る
こ
と
多
年
、
間
居
し
て
深
く
念
ひ
て
、
闃
寂
を
厭

は
ず
。
唯
だ
是
れ
娯
し
み
な
れ
ば
、
則
ち
僭
踰
の
恐
あ
り
て
、
秘
し
て
篋
笥
に
在
り
。
吾
子
通
家

な
り
。
盍
ぞ
諸
を
辨
ぜ
ざ
る
。
幸
ひ
に
し
て
我
一
日
の
長
を
以
て
す
る
無
し
」と
。
余
曰
は
く
、「
是

れ
有
る
か
翁
の
自
ら
謙
る
や
」と
。乃
ち
退
き
て
言
を
奉
じ
て
受
読
す
る
に
、大
い
に
卓
見
に
服
す
。

語
に
曰
は
く
、「
述
べ
て
作
ら
ず
。
信
じ
て
古
を
好
む
」と
。
此
れ
孔
子
自
ら
老
彭
に
比
す
る
な
り
。

其
の
故
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
聖
人
は
人
の
以
て
善
を
為
す
を
取
る
を
楽
し
み
て
敢
へ
て
自
ら
は
用
ひ

ず
。
述
べ
て
作
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
事
は
必
ず
古
を
稽
へ
、
以
て
往
聖
の
遺
則
に
循
ふ
。
信
じ
て

古
を
好
む
所
以
な
り
。『
述
古
』
の
編
は
、
蓋
し
諸
を
此
に
取
る
。
余
聞
く
に
、
道
は
天
下
の
公

共
の
物
な
り
。
豈
に
其
れ
私
す
べ
け
ん
や
。
疑
ひ
て
質
さ
ず
し
て
、
焉
ぞ
忠
を
得
ん
と
。
東
涯
先

生
に
致
す
を
請
ふ
に
、
翁
乃
ち
其
の
辭
を
昌
ん
に
し
て
之
を
可
と
す
。
先
生
輒
ち
三
四
策
を
讀
み

て
、
徐
に
し
て
曰
は
く
、「
嗟
乎
亦
た
当
に
此
の
説
の
如
く
な
る
べ
し
」
と
。
幾
も
未な

く
し
て
先

生
溘た

ち
ま
ち焉

簀
を
易
ふ
。
翁 

訃
を
聞
き
て
慟
哭
す
。
述
古
の
雌
黄 
未
だ
十
紙
に
充
た
ず
。
乃
ち
嘆
じ

て
曰
は
く
、「
是
れ
命
な
る
か
」
と
。
夫
れ
先
生
の
没
す
る
は
、
世
を
挙
げ
て
悼
惜
す
。
其
の
翁

に
在
る
や
、
必
ず
埤
す
所
有
り
。
而
し
て
後
乃
ち
其
の
弟
・
蘭
氏
に
請
ひ
て
遂
に
果
た
す
。
復
た

序
を
予
に
命
じ
て
趣
す
。
翁
は
父
執
な
り
。
郷
の
先
生
な
り
。
而
し
て
齡 
八
旬
を
過
ぐ
。
余
敢

へ
て
以
て
文
せ
ず
し
て
其
の
命
に
違
は
ず
。
乃
ち
謹
し
ん
で
成
書
の
由
を
書
し
、
以
て
之
が
序
と

為
す
。
寛
保
辛
酉
夏
五
月　
　

節
斎
土
橋
宗
信
撰
す
／

　

跋
／

　

�

五
福
は
寿
を
以
て
首
と
為
す
。
而
し
て
事
は
学
を
以
て
基
と
為
す
。
乃
ち
壽
に
し
て
学
な
れ
ば
、

天
下
何
を
か
焉
に
加
へ
ん
。
止
斎
翁
は
乃
ち
其
の
人
な
り
。
夙
に
我
が
伊
藤
子
の
教
を
奉
じ
、
鬼

神
を
踰
ゆ
る
こ
と
有
り
。
嘗
て
『
大
学
述
古
』
を
著
し
、
紬
繹
す
る
こ
と
十
年
、
鉛
槧
相
ひ
随
ひ
、

今
茲
に
甫
め
て
稿
を
脱
す
。
乃
ち
邑
庠
に
寄
蔵
し
て
曰
は
く
、「
豈
是
れ
珍
襲
の
具
な
ら
ん
や
。

正
を
同
好
の
士
に
求
む
る
の
み
」
と
。
且
つ
予 

庠
中
に
寓
す
る
こ
と
年
茲
に
有
る
を
以
て
、
叨み

だ
り

に
翁
の
顧
眄
を
荷か

う
む

る
な
り
。
乃
ち
之
が
跋
を
属
す
。
余
曰
は
く
、「
矍
鑠
た
る
か
な
翁
や
。
其
の

辞
や
尽
な
り
。
其
の
見
や
至
な
り
。
然
り
と
雖
も
『
述
古
』
の
『
定
本
』
に
於
け
る
や
、
将
た
以

為
へ
ら
く
堅
白
を
事
と
す
る
有
ら
ん
や
。
輒
ち
翁
の
志 

荒
な
り
。
抑
そ
も
魚
を
得
て
筌
を
忘
る

こ
と
、
翁
其
れ
焉こ

れ

有
り
。
則
ち
其
れ
寿
な
り
学
な
り
。
橋
宗
信 

諸
の
序
を
書
す
と
云
ふ
。
寛
保

歳
次
壬
戌
秋
八
月
、
勢
州
の
弘
道
、
攝
の
平
野
含
翠
書
院
に
録
す
。
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竹田健二

１�

０
…
天
囚
が
実
見
し
た
『
大
学
述
古
』（
抄
本
、
一
冊
）
は
杭
全
神
社
に
現
存
す
る
（
以
下
、
含

翠
堂
本
）。
但
し
、
天
囚
の
述
べ
る
『
大
学
述
古
』
を
収
蔵
し
た
箱
は
所
在
不
明
で
、
引
用
さ
れ

て
い
る
識
語
二
十
二
字
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。天
囚
の
旧
蔵
書
で
あ
る
懐
徳
堂
文
庫
・

碩
園
記
念
文
庫
・
小
天
地
閣
叢
書
に
は
、含
翠
堂
旧
蔵
の『
大
学
述
古
』に
基
づ
く
写
本
が
あ
る（
以

下
、
碩
園
文
庫
本
）。
そ
の
写
本
に
お
い
て
は
、「
含
翠
堂
図
書
記
」
の
印
記
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。

１�

１
…
天
囚
が
実
見
し
た
函
書
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
大
学
述
古
』
が
「
止
斎
末
吉
徳
安
宗

伴
」
が
著
し
て
、
自
ら
含
翠
堂
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
止
斎
は
末
吉
藤
右
衛
門
宗

伴
。「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳　

末
吉
家
資
料
目
録
」
所
収
の
末
吉
家
系
図
に
よ
れ

ば
、
宗
伴
は
東
末
吉
家
の
末
吉
治
兵
衛
宗
久
の
子
で
、
東
末
吉
家
を
継
い
だ
末
吉
太
郎
兵
衛
宗
増

の
弟
。
宗
伴
の
幼
名
は
藤
一
郎
ま
た
猪
之
助
で
、
末
吉
藤
右
衛
門
増
長
の
孫
・
末
吉
藤
右
衛
門
益

長
の
養
子
と
な
っ
た
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
八
月
に
八
十
六
歳
で
死
去
し
た
。
後
述
す
る
寛

保
元
年（
一
七
四
一
）に
記
さ
れ
た
末
吉
宗
信
の『
大
学
述
古
』の
序
文
に
、元
文
元
年（
一
七
三
六
）

に
伊
藤
東
涯
が
死
去
し
た
と
の
知
ら
せ
に
接
し
て
宗
伴
が
慟
哭
し
た
と
あ
り
、ま
た
「
齡
過
八
旬
」

と
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
と
宗
伴
の
年
齢
と
は
矛
盾
し
な
い
。

１�

２
…
「
仁
斉
」
と
あ
る
の
は
伊
藤
仁
斎
の
こ
と
。

１�

３
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
に
は
「
所
」
字
は
な
い
。
衍
字
と
見
な
し
て
削
除
す
る
。

１�

４
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
、「
予
」
を
「
余
」
に
作
る
。
誤
写
と
見
な
し
修
正
す
る
。

１�

５
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は「
聖
人
」の
下
に「
以
為
之
序
」が
あ
る
。
脱
文
と
見
な
し
て
補
う
。

１�

６
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
為
」
の
下
に
「
之
」
字
が
あ
る
。
脱
字
と
見
な
し
て
補
う
。

１�

７
…
「
寛
保
辛
酉
」
の
年
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
で
あ
る
。

１�

８
…
土
橋
宗
信
は
土
橋
家
の
分
家
の
子
孫
。森
繁
夫『
含
翠
堂
考
』（
大
阪
青
年
塾
堂
、一
九
四
二
年
）

の
附
録
の
系
図
第
二
表
に
よ
れ
ば
、
友
直
の
四
代
前
の
正
次
の
後
、
直
系
の
貞
俊
と
分
家
の
秀
俊

と
に
分
か
れ
、
宗
信
は
秀
俊
の
曾
孫
に
あ
た
り
、
通
称
は
九
郎
二
（
次
）
郎
、
法
名
が
良
慶
・
節

斎
、
宝
暦
二
年
死
去
。

１�

９
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
即
」
を
「
乃
」
に
作
る
。
誤
字
と
見
な
し
て
修
正
す
る
。

２�

０
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
脱
」
を
「
税
」
に
作
る
が
、
意
味
が
通
じ
な
い
。
天
囚
は
引

用
に
際
し
て
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
修
正
し
た
と
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
天
囚
の
修
正
に
従
う
。

２�
１
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
盻
」
を
「
眄
」
に
作
る
。
誤
字
と
見
な
し
て
修
正
す
る
。

２�
２
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
矍
」
を
「
嬰
」
に
作
る
が
、
意
味
が
通
じ
な
い
。
天
囚
は
引

用
に
際
し
て
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
修
正
し
た
と
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
天
囚
の
修
正
に
従
う
。

２�

３
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
盡
」
を
「
畫
」
に
作
る
が
、
意
味
が
通
じ
な
い
。
天
囚
は
引

用
に
際
し
て
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
修
正
し
た
と
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
天
囚
の
修
正
に
従
う
。

２�

４
…
含
翠
堂
本
・
碩
園
文
庫
本
は
「
書
」
を
「
憲
」
に
作
る
。
天
囚
は
引
用
に
際
し
て
修
正
し
た

と
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
天
囚
の
修
正
に
従
う
。

２�

５
…
「
寛
保
歳
時
壬
戌
」
の
年
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
で
あ
る
。

る
旧
含
翠
堂
蔵
書
の
多
く
に
は
、
含
翠
堂
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
含
翠
堂
図
書
記
」
の
印
記

と
、
平
野
小
学
校
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
東
成
郡
町
立
平
野
尋
常
小
学
校
之
印
」
の
印
記
と

共
に
、
杭
全
神
社
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
杭
全
神
社
蔵
書
」
等
の
印
記
が
あ
る
。
な
お
、
杭

全
神
社
に
現
存
す
る
含
翠
堂
旧
蔵
書
に
つ
い
て
筆
者
等
が
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
別

稿
に
お
い
て
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

３�

…
「
一
函
」
と
あ
る
が
、
天
囚
が
実
見
し
た
含
翠
堂
旧
蔵
『
十
三
経
』
は
一
つ
の
箱
で
は
な
く
、

二
つ
の
箱
に
収
蔵
さ
れ
て
杭
全
神
社
に
現
存
す
る
。
天
囚
が
引
用
す
る
末
吉
利
隆
の
識
語
と
篠
原

弼
の
識
語
と
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
箱
の
蓋
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
西
村
天
囚
と
含
翠
堂
」

参
照
。

４�

…『
平
野
郷
町
誌
』に
よ
れ
ば
、足
代
立
溪（
名
は
弘
道
、通
称
は
一
学
）は
元
文
四
年（
一
七
三
九
）

か
ら
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
三
月
ま
で
含
翠
堂
に
お
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
津
田
秀
夫
『
近

世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
八
年
）
は
、「
元
文
四
年
四
月
よ
り
二
〇

数
年
間
含
翠
堂
教
授
を
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

５�

…
含
翠
堂
旧
蔵
『
十
三
経
』
の
箱
書
き
は
、「
云
」
を
「
亦
」
に
作
る
。
誤
写
と
見
な
し
修
正
す
る
。

６�

…
末
吉
利
隆
は
、
西
末
吉
家
の
分
家
・
孫
左
衛
門
吉
康
（
吉
安
）
の
玄
孫
で
あ
る
末
吉
孫
左
衛
門

嘉よ
し

于ゆ
き

の
養
子
と
な
っ
た
善
左
衛
門
利
隆
。
利
隆
は
孫
左
衛
門
吉
康
の
弟
・
五
郎
兵
衛
道
良
の
子
孫

で
、
識
語
に
「
平
野
は
予
の
桑
梓
な
り
。
予
幼
時
屢
し
ば
郷
校
に
游
び
、
学
を
足
代
立
溪
先
生
に

受
く
」
と
あ
る
通
り
平
野
郷
に
育
っ
た
が
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
嘉
于
（
嘉
干
）
の
養
子

と
な
り
江
戸
に
行
き
、天
明
七
年（
一
七
八
七
）に
長
崎
奉
行
と
な
っ
た
。
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）

六
月
没
。
平
成
十
一
～
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
２
）「
末
吉
家
資
料
の

目
録
作
成
と
公
開
お
よ
び
同
家
史
料
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究
成
果
報
告
書
「
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
架
蔵
写
真
帳　

末
吉
家
資
料
目
録
」（
二
〇
〇
二
年
）
所
収
の
末
吉
家
系
図
、出
原
真
哉
「
研

究
ノ
ー
ト　

長
崎
奉
行
御
家
老
部
屋
日
記
―
『
末
吉
勘
四
郞
長
道
日
記
』
か
ら
」（
大
阪
外
国
語

大
学
言
語
社
会
学
会
『Ex O

riente

』
第
八
号
、二
〇
〇
三
年
）、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
十
（
続

群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
参
照
。「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳　

末
吉
家
資

料
目
録
」
に
つ
い
て
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
特
命
助
教
の
松
本
充
弘
氏
と
平
野
歴

史
民
俗
研
究
会
の
南
田
潤
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
特
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

７�

…
含
翠
堂
旧
蔵
『
十
三
経
』
の
箱
書
き
は
、「
以
」
字
の
下
に
「
永
」
字
が
あ
る
。
脱
字
と
見
な

し
て
補
う
。

８�

…
含
翠
堂
旧
蔵
『
十
三
経
』
の
箱
書
き
は
、「
輻
輳
」
の
下
に
「
公
」
字
が
あ
る
。
脱
字
と
見
な

し
て
補
う
。

９�

…
『
平
野
郷
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
篠
原
弼
（
号
は
盤
谷
、
良
斎
）
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

か
ら
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
ま
で
含
翠
堂
に
お
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
津
田
秀
夫
『
近
世
民
衆

教
育
運
動
の
展
開
』
は
、「
宝
暦
一
二
年
よ
り
文
化
四
～
五
（
一
八
〇
七
～
八
）
年
頃
ま
で
の
含

翠
堂
教
授
で
あ
る
」
と
す
る
。
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翻刻　西村天囚著『懐徳堂考之一』（その五）

異
な
る
。
こ
の
た
め
、
二
つ
の
写
本
は
同
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

３�

０
…
誠
斎
は
土
橋
友
直
の
号
。
森
繁
夫
『
含
翠
堂
考
』
に
は
、
友
直
に
つ
い
て
「
又
名
保
家
、
平

八
郎
・
四
郎
兵
衛
後
七
郎
兵
衛
、
号
誠
斎
又
好
古
堂
。
三
宅
孫
左
衛
門
友
政
の
男
、
言
成
の
嗣
と

な
る
。
三
宅
茂
兵
衛
令
直
女
を
娶
る
」
と
あ
る
。
な
お
、天
囚
は
誠
斎
（
土
橋
友
直
）
と
節
斎
（
土

橋
宗
信
）
と
を
父
子
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
補
注
１
８
参
照
。

３�

１
…
那
波
魯
堂
『
学
問
源
流
』
に
、「
仁
斎
父
子
ノ
学
ハ
、
明
ノ
呉
廷
翰
ノ
見
識
ニ
本
ヅ
キ
、
却

テ
呉
廷
翰
ノ
学
ヲ
人
ニ
ハ
不
説
、
呉
廷
翰
甕
記
ア
リ
、
櫝
記
ア
リ
、
随
筆
ナ
リ
、
思
出
タ
ル
コ
ト
、

読
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
、
時
時
書
シ
ル
シ
、
甕
ニ
盛
集
タ
ル
ガ
甕
記
、
櫝
ニ
盛
集
メ
タ
ル
カ
櫝
記
ナ
リ

ト
云
意
ノ
標
題
ナ
リ
、
其
自
序
ニ
見
ヘ
タ
リ
、
丹
沿
録
、
宛
委
餘
編
ノ
富
博
ニ
モ
非
ズ
、
却
テ
更

ニ
吉
斎
漫
録
上
下
ノ
巻
ア
リ
、
全
篇
経
義
語
録
ニ
就
テ
、
識
見
ヲ
発
明
ス
、
仁
斎
東
涯
ノ
学
ノ
淵

源
ナ
リ
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。『
吉
斎
漫
録
』
も
呉
廷
翰
の
撰
。
な
お
、『
丹
沿
録
』
は
明
の
楊

慎
、『
宛
委
餘
編
』
は
明
の
王
世
貞
の
撰
。

③
平
野
の
七
名
家

【
62
表
】
平
野
有
七
名
家
［
補□
１
］。
曰
土
橋
。
曰
末
吉
。
曰
三
上
。
三
氏
本
支
七
家
是
也
。
／

【
書
き
下
し
文
】

平
野
に
七
名
家
有
り
。
曰
は
く
土
橋
、
曰
は
く
末
吉
、
曰
は
く
三
上
、
三
氏
の
本
支
七
家
是
れ
な
り
。

　
　
　

補
注

１�

…
七
名
家
と
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
子
・
広
野
麻
呂
の
子
孫
と
さ
れ
る
、
末
吉
・
土
橋
・
辻
葩
・

井
上
・
成
安
・
西
村
・
三
上
の
七
氏
を
指
す
。

④
光
源
寺
訪
問
・
神
光
寺
に
つ
い
て

【
62
裏
】
遂
游
光
源
寺
。
寺
有
篠
原
盤
谷
墓
。
墓
石
唯
刻
盤
谷
武
村
弼
府
君
墓
八
字
。
碑
陰
刻
文
化

六
己
巳
年
三
月
二
日
十
字
而
已
。
其
側
有
妙
空
武
村
氏
墓
。
附
刻
姪
篠
原
弼
建
五
字
。
可
知
盤
谷
本

姓
為
篠
原
母
家
為
武
村
氏
。
或
有
故
初
日
月
武
村
氏
歟
［
補□
１
］。
武
村
氏
以
寛
政
元
年
己
酉
七
月
／
十
一

日
卒
行
年
六
十
七
抑
又
本
姓
武
村
氏
。
寛
政
以
後
出
嗣
篠
原
氏
歟
。
想
盤
谷
本
地
人
。
但
無
可
徴
師
承

閲
歴
之
詳
者
。
可
憾
之
至
。
／

問
土
橋
末
吉
諸
老
之
墓
。
在
服
部
川
神
光
寺
［
補□
２
］。
／

【
書
き
下
し
文
】

２�

６
…
天
囚
が
実
見
し
た
含
翠
堂
旧
蔵
の『
数
祓
講
述
鈔
』（
抄
本
、一
冊
）は
杭
全
神
社
に
現
存
す
る
。

『
数
祓
講
述
鈔
』
は
伊
勢
山
田
の
神
道
学
者
・
喜
早
（
度
会
）
清
在
が
著
し
た
書
で
、佐
古
一
冽
「
喜

早
清
在
の
研
究
（
上
）」（『
神
道
史
研
究
』
第
十
六
巻
第
一
号
、
一
九
六
八
年
）・「
喜
早
清
在
の

研
究
（
下
）」（『
神
道
史
研
究
』
第
十
六
巻
第
二
号
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
清
在
は
天
和

二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
に
伊
勢
山
田
郷
に
外
宮
宮
掌
大
内
人
職
を
代
々
務
め
る
喜
早
家
に
生
ま

れ
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
七
月
に
外
宮
別
宮
・
高
宮
玉
串
大
内
人
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
度
会
姓

を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。「
近
世
伊
勢
神
道
の
中
に
あ
つ
て
、清
在
は
思
想
的
に
は
出
口
延
佳
・

黒
瀬
益
弘
等
の
後
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
当
時
の
垂
加
神
道
を
含
め
た
儒
教
的
な
る
も
の
に
影
響

さ
れ
つ
ゝ
、
自
己
の
神
道
説
を
形
成
し
て
ゆ
か
う
と
す
る
構
え
を
見
せ
た
」
人
物
で
、
大
坂
・
京

都
・
江
戸
な
ど
各
地
に
出
か
け
て
神
道
関
係
文
献
や
『
日
本
書
紀
』、『
論
語
』・『
孝
経
』・『
孟
子
』

な
ど
の
儒
家
の
文
献
に
つ
い
て
講
じ
て
お
り
、
ま
た
伊
藤
東
涯
と
は
詩
歌
の
贈
答
も
交
わ
し
て
い

る
。
な
お
、
天
囚
が
割
注
で
記
し
て
い
る
「
享
保
九
年
高
宮
玉
串
内
人
度
會
清
在
敬
書
」
の
部
分

は
、
奥
書
で
は
な
く
、
序
の
末
尾
の
部
分
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
な
お
、
序
の
末
尾
の
部
分
に
は

「
享
保
九
年
」
に
続
い
て
「
甲
辰
年
陽
月
廿
九
日
」
と
あ
る
。

２�

７
…
含
翠
堂
旧
蔵
の
『
数
祓
講
述
鈔
』
は
、「
畢
」
を
「
訖
」
に
作
る
。
誤
写
と
見
な
し
修
正
す
る
。

２�

８
…
『
元
元
集
』
は
北
畠
親
房
の
編
著
と
さ
れ
る
神
道
書
で
、
天
囚
が
実
見
し
た
含
翠
堂
旧
蔵
の

『
元
元
集
』（
抄
本
、
一
冊
）
は
、
杭
全
神
社
に
現
存
す
る
。

２�

９
…
『
櫝
記
』
は
明
の
呉
廷
翰
の
著
で
、天
囚
の
実
見
し
た
含
翠
堂
旧
蔵
の
『
櫝
記
』（
抄
本
、一
冊
）

は
、
現
在
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
・
石
濵
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
見
返
し
裏
に
は
、
天

囚
の
引
用
す
る
「
平
埜
含
翠
堂
蔵
書
櫝
記
／
土
橋
誠
斎
寄
附
」
の
十
五
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
第
一
葉
表
に
は
「
含
翠
堂
図
書
記
」・「
石
濵
文
庫
」
の
印
記
が
あ
る
。
大
阪
大
学
附
属
図
書
館

の
懐
徳
堂
文
庫
・
碩
園
記
念
文
庫
に
も
『
櫝
記
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
濵
文
庫
の

も
の
を
書
写
し
た
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
碩
園
記
念
文
庫
の
写
本
に
は
「
含
翠
堂
図
書
記
」
の
印

記
が
手
写
さ
れ
て
い
る
が
、
土
橋
誠
斎
の
識
語
や
「
石
濵
文
庫
」
の
印
記
は
な
い
。
な
お
、
石
濵

文
庫
の
『
櫝
記
』
の
本
文
第
一
葉
表
右
上
に
は
印
記
が
あ
る
が
、
印
面
の
文
字
が
読
め
な
い
よ
う

に
朱
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
記
は
杭
全
神
社
に
現
存
す
る
含
翠
堂
旧
蔵
書
の
多
く
に

認
め
ら
れ
る
「
東
成
郡
町
立
平
野
尋
常
小
学
校
之
印
」
の
印
記
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者

は
印
面
の
匡
廓
の
大
き
さ
が
縦
横
い
ず
れ
も
約
五
・
六
セ
ン
チ
で
同
じ
で
あ
り
、
石
濵
文
庫
の
印

記
を
子
細
に
見
る
と
、「
立
」・「
常
」・「
小
」・「
學
」・「
印
」
の
各
字
の
一
部
が
確
認
で
き
、
そ

れ
ら
は「
東
成
郡
町
立
平
野
尋
常
小
学
校
之
印
」の
印
記
と
合
致
し
て
い
る
。
石
濵
文
庫
の『
櫝
記
』

に
は
「
杭
全
神
社
蔵
書
」
の
印
記
が
な
い
こ
と
か
ら
、
天
囚
が
平
野
小
学
校
で
実
見
し
た
後
、
杭

全
神
社
に
は
所
蔵
さ
れ
ず
に
流
出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、詳
し
い
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、

碩
園
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
天
囚
が
平
野
小
学
校
で
実
見
し
た
『
櫝
記
』
と
『
大
学
述

古
』
と
の
写
本
に
つ
い
て
、『
大
学
述
古
』
の
写
本
は
小
天
地
閣
叢
書
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、『
櫝

記
』
の
写
本
は
小
天
地
閣
叢
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
二
つ
の
写
本
は
表
紙
等
の
装
丁
が

44



竹田健二

⑥
天
囚
の
所
見

【
62
裏
】懐
徳
含
翠
。孰
先
孰
後
。予
按
。甃
菴
与
五
同
志
。創
設
私
学
曰
懐
徳
堂
。在
享
保
九
年
之
災
後
。

其
得
官
准
。
則
享
保
十
一
年
也
。
平
野
古
老
有
及
仁
斎
之
門
者
。
足
代
立
溪
曰
。
寓
于
庠
【
63
表
】

中
有
年
。
其
手
写
数
祓
講
述
鈔
。
在
享
保
十
年
。
而
十
一
年
講
畢
。
想
其
始
居
平
野
。
当
在
十
一
年

以
前
。
則
平
野
諸
老
之
講
学
也
久
矣
。
東
厓

（
マ
マ
）（

涯
）［
補□
１
］
以
享
保
十
四
年
撰
含
翠
堂
記
。
其

名
曰
含
翠
者
。
或
在
此
年
。
而
邑
庠
非
創
立
于
此
時
。
初
平
野
有
庠
而
無
名
。
會
享
保
九
年
災
。
石

菴
避
火
此
地
。
其
門
人
観
平
野
有
学
。
而
奮
励
一
番
。
有
創
学
之
挙
。
亦
未
可
知
焉
。
大
阪
創
学
。

未
幾
成
于
官
許
。
懐
徳
堂
之
名
。
始
聞
于
世
。
而
平
野
諸
老
。
亦
請
東
厓
厓

（
マ
マ
）（

涯
）［
補□
２
］。
命

名
邑
庠
。
曰
含
章

（
マ
マ
）（

翠
）
堂
［
補□
３
］。
亦
或
為
情
理
宜
有
之
事
。
今
姑
記
憶
測
。
以
待
後
考
。

彦
又
識
／

【
書
き
下
し
文
】

懐
徳
・
含
翠
、
孰
れ
か
先
に
し
て
孰
れ
か
後
な
る
か
。
予
按
ず
る
に
、
甃
菴
と
五
同
志
と
私
学
を
創

設
し
て
懐
徳
堂
と
曰
ふ
は
、
享
保
九
年
の
災
後
に
在
り
。
其
の
官
の
准ゆ

る

す
を
得
る
は
、
則
ち
享
保

十
一
年
な
り
。
平
野
の
古
老
に
仁
斎
の
門
に
及
ぶ
者
有
り
。
足
代
立
溪
曰
は
く
、「
庠
中
に
寓
す
る

こ
と
年
有
り
」
と
。
其
の
『
数
祓
講
述
鈔
』
を
手
写
す
る
は
、
享
保
十
年
に
在
り
て
、
十
一
年
に
講

畢
る
。
其
の
始
め
て
平
野
に
居
る
を
想
は
ば
、
当
に
十
一
年
以
前
に
在
る
べ
し
。
則
ち
平
野
の
諸
老

の
講
学
す
る
や
久
し
。
東
涯 

享
保
十
四
年
を
以
て
「
含
翠
堂
記
」
を
撰
す
。
其
の
名
づ
け
て
「
含

翠
」
と
曰
ふ
者こ

と

、
或
い
は
此
の
年
に
在
り
て
、
邑
庠 

此
の
時
に
創
立
せ
ら
る
る
に
非
ず
。
初
め
平

野
に
庠
有
る
も
名
無
し
。
会た

ま

た
ま
享
保
九
年
に
災
あ
り
て
、
石
菴
火
を
此
の
地
に
避
く
。
其
の
門
人 

平
野
に
学
有
る
を
観
て
、
奮
励
一
番
、
創
学
の
挙
有
る
も
、
亦
た
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
大
阪
に
創

学
し
、
幾
く
も
未な

く
し
て
官
許
と
成
り
、
懐
徳
堂
の
名
、
始
め
て
世
に
聞
こ
ゆ
。
而
し
て
平
野
諸
老

も
亦
た
東
涯
に
請
ひ
、
邑
庠
に
命
名
し
て
、「
含
翠
堂
」
と
曰
ふ
も
、
亦
た
或
い
は
情
理
の
宜
し
く

有
る
べ
き
の
事
と
為
す
。
今
姑
く
憶
測
を
記
し
て
、
以
て
後
考
を
待
つ
。
彦
又
た
識
す
。

　
　
　

補
注

１
…
「
東
厓
」
と
あ
る
の
は
伊
藤
東
涯
の
こ
と
。

２
…
「
東
厓
」
と
あ
る
の
は
伊
藤
東
涯
の
こ
と
。

３
…
「
含
章
堂
」
と
あ
る
の
は
含
翠
堂
の
こ
と
。

⑦
『
摂
津
名
所
図
会
』
か
ら
の
引
用

【
63
表
】
攝
津
名
所
圖
繪
云
含
翠
堂
平
野
郷
中
に
あ
り
今
は
む
か
し
八
十
年
許
以
前
享
保
の
初
つ
か

遂
に
光
源
寺
に
游
ぶ
。
寺
に
篠
原
盤
谷
の
墓
有
り
。
墓
石
唯
だ
「
盤
谷
武
村
弼
府
君
の
墓
」
の
八
字

を
刻
み
、
碑
陰
に
「
文
化
六
己
巳
年
三
月
二
日
」
の
十
字
を
刻
む
の
み
。
其
の
側
に
妙
空
武
村
氏
の

墓
有
り
。
附
し
て
「
姪
篠
原
弼
建
つ
」
の
五
字
を
刻
む
。
盤
谷
の
本
姓
「
篠
原
」
為
り
て
母
家 

武

村
氏
為
る
を
知
る
べ
し
。
或
い
は
故
有
り
て
初
め
の
日
月
武
村
氏
な
る
か
。
武
村
氏
寛
政
元
年
己
酉
七
月

十
一
日
を
以
て
卒
す
。
行
年
六
十
七
抑
そ
も
又
た
本
姓
武
村
氏
に
し
て
、
寛
政
以
後
出
で
て
篠
原
氏
を
嗣
ぐ

か
。
想
ふ
に
盤
谷
は
本
地
人
な
ら
ん
。
但
し
師
承
の
閲
歴
の
詳
な
る
を
徴
す
べ
き
者
無
し
。
憾
み
の

至
な
る
べ
し
。

土
橋
・
末
吉
諸
老
の
墓
を
問
ふ
に
、
服
部
川
神
光
寺
に
在
り
。

　
　
　

補
注

１�

…
津
田
秀
夫
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』
は
、「
篠
原
正
旦
は
別
名
を
武
村
格
二
と
い
い
、

諱
を
弼
ま
た
は
惟
明
、
通
称
を
頼
母
、
号
を
盤
谷
、
別
号
を
良
斎
と
い
う
。
宝
暦
一
二
年
よ
り
文

化
四
～
五
（
一
八
〇
七
～
八
）
年
頃
ま
で
の
含
翠
堂
教
授
で
あ
る
。
宝
暦
一
二
年
一
〇
月
に
は
彼

は
師
足
代
一
学
の
墓
碑
を
作
っ
て
い
る
。
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
か
ら
文
化
三
年
ま
で
の
あ

い
だ
、
毎
年
含
翠
堂
新
賑
窮
料
の
募
集
に
応
じ
、
銀
二
〇
目
ず
つ
を
寄
附
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

文
化
四
年
に
は
、
篠
原
敬
中
に
こ
の
基
金
か
ら
六
〇
〇
目
を
貸
付
け
て
い
る
。
正
旦
と
敬
中
と
の

関
係
は
分
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
す
で
に
正
旦
は
含
翠
堂
教
授
を
や
め
て
い
る
の
で
あ
る
」
と

述
べ
る
。

２�

…
神
光
寺
に
あ
る
土
橋
家
の
墓
に
つ
い
て
は
、
梅
溪
昇
『
大
坂
学
問
史
の
周
辺
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
一
年
）
所
収
の
「
含
翠
堂
・
懐
徳
堂
ゆ
か
り
の
神
光
寺
に
つ
い
て
」
参
照
。
な
お
、
末
吉

家
の
墓
は
神
光
寺
に
は
な
く
、
平
野
郷
の
光
源
寺
、
及
び
杭
全
神
社
に
隣
接
し
た
墓
地
、
並
び
に

高
野
山
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
末
吉
家
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、
平
野
歴
史
民
俗
研
究
会
代
表

世
話
役
の
藤
岡
璋
光
氏
が
末
吉
家
の
御
当
主
・
勘
四
郞
氏
に
御
確
認
く
だ
さ
り
、
同
研
究
会
の
南

田
潤
氏
を
介
し
て
伺
っ
た
。
特
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

⑤
調
査
記
録
執
筆
後
の
識
語

【
62
裏
】
右
三
日
午
后
自
平
野
帰
阪
記
於
編
輯
局
／

【
書
き
下
し
文
】

右
三
日
午
后
、
平
野
よ
り
帰
阪
し
て
、
編
輯
局
に
記
す
。
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た
此
郷
に
土
橋
七
郎
兵
衛
友
直
と
い
ふ
人
あ
り
若
年
よ
り
京
師
に
游
歴
し
経
史
を
学
ふ
事
三
年
の
後

故
【
63
裏
】
郷
に
帰
り
井
上
左
兵
衛
正
臣
か
居
宅
を
割
い
て
講
堂
と
し
庭
中
に
古
松
あ
れ
は
含
翠
堂

と
号
し
傳
り
ぬ
月
並
三
五
七
十
を
以
て
講
習
の
日
と
し
浪
華
の
萬
年
先
生
東
武
の
執
斎
先
生
京
師
の

東
涯
先
生
等
を
此
堂
に
迎
へ
て
講
習
怠
ら
ず
遂
に
先
の
領
主
本
多
侯
の
聴
に
達
し
褒
賞
し
た
ま
ふ
又

友
直
曰
此
郷
は
近
隣
の
小
邑
に
同
し
か
ら
ず
農
工
商
相
交
り
て
荒
年
に
は
飢
渇
に
逮
ふ
者
も
あ
り
い

さ
其
寸
志
を
戮
せ
て
今
よ
り
其
備
を
し
て
ん
と
て
享
保
四
年
亥
十
月
多
少
を
論
せ
す
財
を
投
け
て
賑

救
料
と
号
し
年
歳
を
累
て
米
銭
若
干
と
な
り
に
き
こ
ヽ
に
享
保
十
七
年
の
秋
西
国

（
マ
マ
）［

補□
１
］
の
国

〻
蝗
の
災
あ
り
と
て
米
價
貴
く
窮
民
多
か
り
け
れ
は
米
穀
二
百
石
を
以
て
飢
寒
を
救
ふ
此
後
も
か
ヽ

る
事
も
や
あ
ら
ん
と
て
友
直
麾
を
振
て
深
志
の
歳
十
三
四
人
【
64
表
】
を
聚
め
財
を
投
し
こ
れ
を
貸

殖
し
け
れ
は
十
有
餘
年
の
後
数
百
金
に
為
り
ぬ
又
厥
后
米
價
高
く
飢
餓
に
及
ふ
へ
き
窮
民
を
救
ふ
事

近
年
天
明
七
年
ま
て
両
三
度
に
も
及
へ
り
今
に
至
て
相
續
し
か
は
ら
ぬ
松
の
色
と
こ
し
な
へ
に
朽
ち

す
し
て
聖
教
を
学
ひ
呉
竹
の
世
〻
に
傳
ふ
へ
き
よ
し
を
節
斎
土
橋
宗
信
あ
る
は
執
斎
三
輪
希
賢
等
こ

ま

く
此
事
を
記
し
け
る
を
傳
聞
て
こ
ヽ
に
著
は
し
侍
る
云
〻
（
含
翠
堂
記
文
享
保
壬
子
歳
仲
冬
と

あ
り
）
於
含
翠
堂
東
涯
先
生
闢
講
筵
の
圖
あ
り
／

【
書
き
下
し
文
】

攝
津
名
所
圖
繪
に
云
ふ
、（
以
下
、
和
文
の
部
分
は
省
略
）

　
　
　

補
注

１
…
「
西
国
」
の
「
国
」
は
衍
字
。
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